


「取
る
」

プ
l
ン
と
佳
い
木
の
香
が
漂
う
、

こ

こ
井
波
町
は
、
ト
ン
卜
ン、

コ
ツ
コ
ツ

と
ノ
ミ
を
ふ
る
音
の
き
こ
え
る
彫
刻
の

十
十
玄

前
川
さ
ん
は、

」ん
な
街
の
軸
屋
の
、水

井
家
で
産
声
を
あ
げ
た
。

幼
い
頃
か
ら
器
用
で
絵
心
が
あ
る
彼

女
は
生
来
勝
気
で
も
あ

っ
た
。
中
学
を

卒
業
す
る
や
「
女
だ

っ
て
:・
」
と
彫
刻

の
道
に
入
ろ
う
と
、
日
展
作
家
の
横
山

一
夢
氏
の
門
を
叩
い
た
。

さ
す
が
の

二
歩
氏
も
「
女
が
:
・」
と

驚
い
た
も
の
の
、

彼
女
の
明
朗
さ
に
は

れ
、
内
弟
子
に
し
て
く
れ
た
。

男
ば
か
り
の
世
界
で
あ

っ
た
。
そ
の

辛
い
こ
と
。
使
い
走
り
や
掃
除
洗
濯、

家
事
子
伝
い
ば
か
り
で
二
年
が
過
ぎ
た
。

や
っ
と

「オ
イ、

こ
の
ノ
ミ
を
研
い

て
く
れ」

と
兄
弟
子
。
そ
れ
ま
で
暇
さ

え
あ
れ
ば
見
て
い
た
ノ
ミ
研
ぎ
だ
。
見

ょ
う
見
ま
ね
て
研
ぎ
だ
し
た
が
、
結
果

発
』
鼻
、

は
「
パ
カ
ヤ
ロ

l
、
ノ
ミ
の
尖
が
丸
く

て
彫
れ
る
か
グ
」
。

泣
い
た
。

と
め
ど
な
く
流
れ
る
涙
に
新
た
な
フ

ァ
イ
ト
が
ソ明
い
た
と
い
う
。

彫
刻
で
む
ず
か
し
い
の
は
荒
彫
り
で

あ
る
。
彼
女
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
仕

上
げ
し
た
も
の
を
ペ

ー
パ
ー
で
み
が
く

こ
と
か
ら
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
仕
上
げ

の
ノ
ミ
を
初
め
て
持
た
し
て
も
ら
っ
た

頃
は
、
も
う
入
門
し
て
か
ら
三
年
は
た

っ
て
い
た
。

四
年
間
の
内
弟
子
時
代
が
終
り
、
通

い
と
な
る
。
厳
し
い
師
匠

一
夢
氏
か
ら

「
-
人
出
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
七
年
の
修

-
推
せ
ん
の
ニ
と
ば

日
展
評
議
員

横
山

一
夢
(
井
波
町
)

井
波
彫
刻
は
い
ま
伝
統
の
彫
刻
か
ら

創
作
芸
術
の
時
代
へ
入

っ
た
。
日
々
研

究
を
重
ね
て
練
磨
す
る
必
要
が
あ
る
。

幸
し
後
継
者
が
多
く
育
ち
嬉
し
い
、
』
と

た

ラン マを彫りこむ前 川さん

業
を
終
え、

嫁
い
だ
。

前
川
文
夫
氏
と
の
聞
に
美
穂
、
雅
成

と
二
人
の
子
供
が
成
長
。
長
女
は
今
年

か
ら
小
学
校
、
長
男
は
幼
稚
園
に
通
う
。

や
っ
と
自
分
の
時
間
が
持
て
、
天
職
に

着
く
日
が
き
た
。
夫
の
理
解
で
再
び
持

つ
ノ
ミ
に
血
が
通

っ
て
き
た
。

期
待
し
た
に

一
美
が
家
へ
来
た
が
、
男
弟
子
同
然

に
仕
込
ん
だ
。
明
朗
閲
達
で
女
な
ら
で

%
 

は
の
轍
密
さ
と
絵
の
才
能
を
ど
ん
ど
ん

彫
り
込
ん
で
い

っ
た
。
彼
女
の
あ
と
に

一
人
女
性
が
入
っ
た
が
、
こ
れ
も
た
い

し
た
も
の
に
な

っ
た
。
女
性
特
有
の
長

所
を
い
か
し
て
井
波
の
伝
統
を
守

っ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。

税制が改正されました

知 っていて損にな らないお話

54年度 県の広報と公聴

かしこい 消費者シ リーズNo.25
入 らな い誘わな いネズミ 講 24-25 

トピックス 2月16日-3月15日 26-27 

さらに前進あしたのために 28 

県有美術品紹介 山 の 早 春 桜 井 鴻 有 作一一一一一表 3

「わが子への愛を世界のどの子にも」

国際児童年1979

20-21 

21 

22-23 

表 4

ニの道を選んだ若い女性後継者田

「彫 る」前JLI-美 さん

地方の時代へ

昭和54年度富山県予算

雇用の安定こそ急務です

4月 1日から給7fくを開始 した

神通川工業用水 ・子撫川水源 -， --16-17 

行楽の春魔の手がのび る 18 

水ぬるむ、なくそう/子供の水死事故 19 

水の事故をな 〈すため に

表紙・表 2

1 -9 
10-13 

もくじ・4月号

が
い
あ
る
生
活
の
場
を
確
立

去
る
三
月
九
日
、
例
年
よ
り
早
く
富
山
県
定
例
県
議
会
(
通
相

予
算
議
会
)
、か
終
り
、
昭
和
五
十
四
年
度
一
年
間
の
施
策
を
盛
り

2，533億4，108万円一般会計

込
ん
だ
予
算
、が
決
ま
り
ま
し
だ。

一
般
会
計

特
別
会
計

公

の

宙

只

+舟
m

吻
各
M

二、

五
三
三
億
四
、一

O
八
万
円

四

一
O
億
五
、
六
回

O
万
円

二
、
九

四
三
億
九
、
七
四
八
万
円

内
容
は

2
ペ
ー
ジ
か
ら

9
ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
ま
し
た

0

0

0

0
 

こ
れ
か
ら
は
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す。

地
方
に
お
い
て
こ
そ
、

産
業
を
振
興
し
、
生
活
環
境
を
整
え
、

守

地
域
性
の
に
じ
み
出
だ
豊
か
な
文
化
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り、

真
に
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
場
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す。県

は
、
早
く
か
ら
こ
う
し
た
理
怠
に
基
づ
き
、
地
減
住
民
、
地

方
公
共
団
体
を
主
役
と
し
た
寸
愛
と
繁
栄
の
県
政
」
を
柱
に
、
寸
住

み
よ
い
富
山
県
づ
く
り
」
を
着
実
に
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
A

フ年

度
の
予
算
に
も
こ
う
し
た
考
え
を
貫
ぬ
き
、
意
欲
的
、
積
極
的
な

施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
富
山
県
予
算
の
大
要
を
紹
介
し
て
、
県
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。



一般会計予算のあらまし

500億円

社会福祉・保健衛生の充実

247億7千万円

400 300 20) 100 。

分担金及び

負担金
53億 円

(2. 1 ) 

自然を守り親しむ対策の充実

17億8千万円
県税523憶円
(20.6) 県土の保全

277億6千万円

交通網等の整備促進

224億9千万円

国庫支出金
789億円
(31.2) 

-昨年度当初予算との比較で約12.5%の伸びとなってい

ます。

・予算総額を総人口で割ってみますと、県民1人当疋り

約23万円と芯ります。

田県民公園の整備促進

-県民大学校の充実

-社会福祉総合施設の建設促進

-老人の生きがいと創造の事業と r若返り祭J

園国際児童年事業

総務費
100億円
(3.9) 

労働 費
20f意円
(0.8) 

商工費

851意円
(3.4) 

生涯教育の推進

28億 1千万円

一、
O
八
八
億
六
千
万
円

.，山身障害者の通所訓練事業住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る

盤健康i曽進センターの建設.，ωの健康づくりの推進

産業基盤の整備

122億8千万円

青少年の健全育成

14億7千万円

スポーツ活動の振興

13億6千万円

県営電気事業の経営

35億9千万円

進推

q一ω別
問

千

E.，‘‘
，
a

冒・・・

働

晴
労

H
U
'

2
 

500億円

-県立美術館建設

七
九
七
億
四
千
万
円

二
億
六
千
万
円

三
四
五
億

一
千
万
円

そ
の
他 一般行政の充実

309億2千万円

400 

七一

富
山
県
に
繁
栄
を
も
だ
ら
す

若
い
世
代
を
育
て
る

300 200 100 

3 



住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る

-
老
人
に
健
康
と
生
き
が
い
を

き
め
細
か
い
「福
祉
対
策
」

|
|
今
年
は
国
際
児
童
年
|
|

-
心
身
障
害
者
の
た
め
に

社
会
悩
制
総
合
地
誌
の
一
山
と
し

て、

毛
皮
身
体
附
刀
折
の
た
め
の
授

産
施
設
を
開
設
し
ま
す
ま
た
、
新

た
に
重
度
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施

設
を
建
設
、
あ
わ
せ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
専
門
病
院
を
建
設
す
る
準

備
を
泣
め

て
い
き
ま
す

な
お
、
新
た
に
心
身
障
害
者
の

通

所
訓
練
事
業
に
助
成
す
る
と
と
も
に

め
ん
じ
粘
仲
治

ωお
に
刈
し
て
訪
問
診

査
事
業
を
行
な
い
ま
す

な
も
の
に
な
リ
ま
す
。

-
医
療
供
給
体
制
の
整
備
充
実

県
立
中
央
病
院
の
救
急
医
療
セ

ン

タ
ー
を
開
設
し
、
救
急
医
療
体
制
の

整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。
新
た
に
歯

の
治
療
を
休
日
に
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
心
身
障
害
者
の
歯
科
診

‘込合
、.t:;、ばあちゃん 私の掘ったおイモ大きいでしょうか
流杉老人ホームを訪ねたカ、わい L、ボランティア

療
を
行
う
な
ど
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

保
健
衛
生
施
設
で
は
、

八
尾
保
健

所
を
改
築
し
ま
す
。
今
後
は
、
よ
り

き
め
細
か
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

と
な
る
市
町
村
保
健
セ

ン
タ
ー
の
姐

設
に
助
成
す
る
な
ど
保
健
衛
生
地
誌

の
笠
備
に
努
め
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
と
豊
か
さ
を

ー

l

豊
富
な
水
資
源
を
有
効
に
利
用
|

|

-
消
費
生
活
の
安
定
へ

比
較
的
安
定
し
て
い
る
蚊
近
の
物

価
で
す
が
、
凶
内
外
の
伯
勢
か
ら
予

断
を
品
川
さ
な
い
状
山
で
す
ο

川
町
民
生
活
に
比
逃
す
、
」
と
の
で
き

な
い
野
菜
、
鮮
魚
な
ど
新
た
に
三
十
一

品
目
を
、
価
格
監
視
品
目

に
加
え
る

ほ
か
、
業
界
の
桁
与
、
的
保
な
μ
川
報

以
集
、
提
供
に
努
め
ま
す
。

-
き
れ
い
な
水
、
美
し
い
空
を

大
示
、
水
氏
以
境
の
継
続
調
査

弘
悦
体
制
の
よ
り

一
層
の
整
備
や
新

治
川
川
辺
の
ク
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
継
続

造
成
蛇
仙
等
、
生
活
環
岐
の
改
善
、

川
町
全
に
努
め
ま
す
c

-
山
村
に
も
就
業
の
場
を

日
常
生
川
に
欠
か
せ
な
い
い
父
辿
手

段
佐
保
の
助
成
や
、
代
民
日
、
え
パ
ス
運

行
市
町
村

へ
の
県
単
補
助
な
ど
を
引

ι人
の
位
以
を
守
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
今
年
か
ら
は
ひ
と

つ
、
お
お

い
に
行
返

っ
て

い
た
だ
こ
う
と
「
生

き
が
い
と
創
造
の
事
業
」
や
、

世

代
交
流
に
よ
る
「
若
返
り
祭
」
を
附

催
し
ま
す
。

ま
た
、
特
別
養
護
主
人
ホ

l
ム
や

主
人
一
悩
制
セ
ン
タ
ー
等
の
挫
設
整
備

に
助
成
、
新
た
に
在
宅
虚
弱
老
人
に

刈
し
て
、
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

わ
う
こ
と
に
な
リ
ま
し
た

-
ど
の
子
も
健
や
か
に

今
年
は
国
際
児
童
年

で
す

川
ル
主
権
利
山
口

J
f

一口の
忠
義
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
よ
具
の
児
童
悩
祉
の
山
上
に

広

努
め
ま
す

凶
際
児
童
年
記
念
事
業
と
し
て

忠
ま
れ
な
い
児
童
を
対
象
に
し
た
キ

ャ
ン
プ
事
業
、
遊
園
地
の
一
日
開
放

等
を
計
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育

所
、
養
護
地
誌
、
児
童
厚
生
施
設
の

整
備
運
営
の
助
成
や
、
地
域
児
童
組

織
の
打
成
強
化
に
努
め
る
ほ
か
、
時

子
家
庭
の
自
立
促
進
に
積
極
的
に
対

き
続
き
千丁

ノ¥し、

きま
地す
ほ・ 。

場
整
備
事
業
等

ま
た

の
大
幅
な
拡
充
、
従
来
の
山
村
振
興

対
策
第
二
期
対
策
事
業
の
推
進
に
加

え
て
、
新
た
に
第
三
剣
山
村
振
興
対

'
策
を
発
足
さ
せ
て
、
就
業
機
会
の
佐

保
、
生
活
環
境
の
整
備
等
総
合
的
な

過
そ
対
策
を
進
め
ま
す
。

-
県
民
皆
水
道
を
め
ざ
す

子
撫
川
水
源
か
ら
の
給
水
開
始
や

黒
部
川
の
宇
奈
月
ダ
ム
建
設
に
着
手

河川の総合開発は着々と進んでいます

熊野川ダムを上空カ、ら

農村の健康を守る生活改善グループの活躍

4 

処
し
て
い
き
ま
す

健
康
こ
そ
、
す
べ
て
の
源
泉

|

|
中
央
病
院
に
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設
|

|

健
康
な
体
で
毎
日
を
楽
し
く
い
枠
、
り

し
た
い
。

こ
れ
は
、
県
民
す
べ
て
の

設
や
組
織
の
桜
備
を
し
ま
す
。

-
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
建
設

願
い
で
す
。

昭
和

4
十
六
年
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ

健
康
増
進
の
必
発
、
位
以
へ
の
立

欲
が
谷
易
に
実
践
で
き
る
よ
う
、
施

し
て
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー

の
建
設
に

入
リ
ま
す
。
全
国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク

し
ま
す

水
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
、
熊
野
川
、
上
市
川
第
二
、
境
川
、

朝
日
小
川
各
ダ
ム
の
ほ
か
、

ま
た
、
県
民
皆
水
道
の
達
成
を
め

ざ
し
水
道
普
及
に
努
め
、
今
年
度
は

県
営
の
用
水
供
給
事
業
に
資
金
手
当

河 布
川施
の 川
総 ダ
合 ム
開.の
発 建
を 設
図に
り着
ま手
すし新
。 てた

を
図
り
ま
す
。

美
し
い
自
然

l
活
か
し
て
利
用

l

l

五
箇
山
荘
が
オ
ー
プ
ン
||

君、がれる県民公園の建設現場(向か つて左上は太閤山住宅団地)

5 

-
立
山
山
麓
の
整
備
と
自
然
保
護

と
公
有
地
化
へ
の
準
備
を
し
ま
す
。

今
年
か
ら
カ
モ
シ
カ
の
生
息
調
査
な

立
山
カ
ル
デ
ラ
地
帯
の
保
全
調
査



凶
り
ま
す
。

ど
も
行
い

鳥
獣
保
護
対
策
の
充
実
を

立
山
山
鹿

一
慌

の
特
備
で
は
、

{目

民
共
同
の
第
三
セ
ク
タ
ー
を
設
立
し

針
の
作
成
や

開
発
の
た
め
の
各
料
調
丘

凶いり
一少
年

'Hum
の
本

父
正
治
則
じ

H

4
i
i引
ド
十
す

の
実
施
ぷ
汁
一川
を
行
い
ま
す

-
親
し
も
う
、
豊
か
な
自
然

自
然
八
ム
凶
を
ど
ん
ど
ん
利
則
し
て

く
だ
さ
い
。
施
設
の
髭
仙
も
着
々
と

進
め
ま
す
。

ハ
バ
に
は
半
村
に
凶
川氏

ん
似
合

「
五
箇
山
荘
」

が
オ
ー
プ

ン
。

県
民
公
園
の
整
備
も
急
が
れ
て
い

ま
す
が
、
川
凶
際
児
童
年
を
記
念
し
て

f
供
の
凶
ゾ

l

ン
の
諸
施
設
の
建
設
、

C
地
区
に
は
自
然
防
物
園
セ

ン
タ
ー

の
佳
品
ホ
仙
に
右
子
し
ま
す

県
立
美
術
館
建
設
に
着
手

|

|
県
民
の
学
習
意
欲
に
応
え
て
|

|

-
巡
回
講
座
を
開
設

川m
M
人
の
生
出
教
ム
け
へ
の
新
し
い

ー
ズ
に
応
、
え
る
た
め

「
打

川

・

ご

」

J
ド
村

4

0
正
'
J/

t
tv
s
L
'
け

V

各
地
に
仏
く
学
討
の
場
を
機
会
を
提

す 供
す
る
た
め
巡
回
講
座
を
開
設
し
ま

助
成
、
指

4
H
の

M
m
Hも
凶
り
ま
す

公
民
館
山
叫
誌
や
社
会
教
有
事
業
の

-
創
造
と
情
操
へ
の
道

県
民
待
望
の
県
立
美
術
館
の
建
設

が
始
ま
り
、
二
十
世
紀
以
降
の
内
外

の
美
術
の
流
れ
を
系
統
た

て
る
に
ふ

め
ま
す

さ
わ
し
い

似
品
作
品
の
昨
似
に
も
努

県
民
や
川
町
H

一
五
術
的
九
小
の
開
催
、
良
市
一

な
文
化
財
の
管
即
一
な
ど
、
町
一五
術
文
化

安
定
対
策
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

東
部
家
畜
保
健
衛
生
所
を
移
転
建

設
し
て
検
査
機
能
を
充
実
し
ま
す
。

-
新
海
洋
秩
序
の
下
で

二
.h
カ
イ
リ
吋
代
に
対
応
し
て

県
営
サ
ケ
・
マ
ス
増
殖
施
設
を
新
設

の
禾
リリぃ
H

向
い
ん
日
田
山
県
を
め
ざ
し
ま
す
υ

ぃ父
辿
安
全
施
設
を

計
画
的
に
整
備
し

安
全
教
育
の
徹
嵐
や

交
通
安
全
県
民

の
日

の
制
定
に
よ
る
立
識

‘ ‘ ... 

収蔵品は慎重に選択されていく県立美術館の建設と歩調をあわせて

(ピカソの「広場J)

農
林
水
産
業
に
か
け
る
大
き
な
期
待

ー

l

モ
デ
ル
農
家
を
認
定
し
て
活
動
促
進
|
|

-へ一悶
掘

を
絶

力

一
刈
総

い
じ
品
川
な
ど

rー

富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す

-
う
ま
い
米
づ
く
り
広
域
に

優
良
米

の
供
給
基
地
と
し
て

の
地

し
漁
業
指
導
調
査
船
を
建
造
し
ま
す
。

な
お
引
き
続
き
水
産
資
源
の
確
保

と
漁
業
経
営
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

-
山
村
振
興
の
基
盤

l
林
業

1

生
産
基
盤
と
し
て
の
林
道
事
業
技

び
県
土
保
全
の
た
め
の
治
山
事
業
な

うまい米づくりを中心とし ながらも 水田利用再編による

転作作自栽培に意欲を燃やす農家は多い

位
を
守
る
と
い
う
基
本
万
山
の
中
で

前
要
の
動
向
に
即
応
し
た
生
産
体
制

ど
は
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
新
規

に
森
林
総
合
整
備
事
業
を
導
入
す
る

は
か
、
優
良
林
業
地
育
成
ハ
イ
ロ

ッ

ト
ド
山
苧
業
及
び
林
業
構
造
改
革
口
半
業
の

の
整
備
の
雌

立

を

凶

リ

新

た

に

う
ま
い
米
づ
く
り
団
地
を
広
域
的
に

品
目
し
ま
す

一
打
、
水
田
利
用

の
舟
制
に

つ
い

て
は
農
地
利
用
の
高
度
汎
用
化
と
あ

推
進
を
図
リ

一
応
森
林
組
合
の
育

成
や
労
働
者
の
安
定
確
保
、
後
継
者

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

今
後
の
中
小
企
業
『情
報
と
技
術
』

ー

l

各

種

資

金

大

幅

増

額

|

|

-
総
合
的
な
「
情
報
」
の
提
供

こ
れ
か
ら

の
中
小
企
業
発
展
の
キ

ー
ス
ト
ン
(
要
石
)
に
な
る
の
は
、
情

報
と
技
術
で
あ
る
と
巧
え
ら
れ
、
今

年
度
開
設
さ
れ
る
富
山
県
産
業
情
報

セ
ン
タ
ー

と
、
設
置
が
決
定
し
た

日

本
貿
易
振
興
会
富
山
貿
易
情
報
セ
ン

タ

l
及
び
日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン

タ
ー
北
陸
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
と
有

機
的
に
述
併
し
、
総
合
的
な
情
報
の

提
供
を
図
り
ま
す
。

-
中
小
企
業
技
術
制
度
を
創
設

技
術
の
似
輿
に
つ
い
て
は
、
県
内

の
す
ぐ
れ
た
技
術
者
を
活
用
し
、
一
利

た
に
中
小
企
業
技
術
制
度
を
創
設
し

ま
た
、

工
業
技
術
試
験
研
究

ま
す

機
関
の
整
備
の
た
め
の
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
す
。

-
経
営
の
安
定
と
体
質
の
改
善
を

中
小
企
業
特
別
経
営
安
定
資
金

小
口
事
業
資
金
あ
っ
せ
ん
保
証
融
資

資
金
を
大
幅
に
増
額
。
中
小
企
業
信

刷
保
証
協
会
の
基
盤
強
化
に
努
め
、

高
度
化
資
金
や
設
備
近
代
化
資
金
の

有
効
な
活
用
を
図
リ
、
組
織
化
、
近

代
化
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

-
共
同
庖
舗
な
ど
で
近
代
化

商
脂
街
の
近
代
化
、
共
同
応
舗
の

設
置
な
ど
を
推
進
し
、
大
規
模
小
売

庖
舗
審
議
会
を
設
置
し
て
、
大
川
上
自

進
出
と
の
調
挫
を
図
り
ま
す
。

-
観
光
客
誘
致
と
物
産
販
路
拡
張

観
光
客
が
年
開
通
し
て
訪
れ
、
県

内
に
泊
ま

っ
て
く
れ
る
よ
う
、
市
町

村
等
が
実
地
す
る
広
域
観
光
圏
域
の

開
発
整
備
事
業
に
助
成
し
、
観
光
客

の
誘
致
ゃ
い
卒
業
推
進
を
強
化
。

県
内

の
物
産
の
版
路
を
拡
張
す
る

た
め
、

外
国
や
国
内

の
物
産
見
本
市

に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

-
伝
統
産
業
の
声
価
を
高
め
る

配
置
版
売
用
医
薬
品
製
造
業
の
近

わ
せ
、

転
作
の
た
め
の
条
件
担
仙
を

進
め
る
た
め
、

基
幹
排
水
対
策
特
別

事
業
及
び
小
規
模
排
水
対
策
特
別
事

業
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

技
術
の
普
及
、
特
に
花
き
・球
似
・

い
草
の
転
作
を
促
す
た
め
、
地
域
特

産
物
生
産
振
興
奨
励
金
制
度
を
設
け

ま
すま

た
、
地
域
農
業
の
先
導
者
と
し

て
の
役
割
を
糾
う
・
中
絞
農
家
及
び
後

継
者
確
保
対
策
と
し
て
、
新
た
に
モ

デ
ル

農
家
を
認
定
し
社
会
的
な
位
出

付
け
を
す
る
な
ど
、
農
家
の
立
欲
を

喚
起
し
、

'H
、
.
上
的
な
活
動
い
か

一
一
層
促

進
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
す

白

カ
ド
ミ
ル
染
出
の
復
・
4
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
公
害
対
策
審
議
会
の
番

議
を
経
て
事
業
に
右
手
す
る
巧
え
で

す
。

-
野
菜

l
価
格
安
定
・
計
画
生
産

転
作
の
推
進
か
ら
野
菜
生
産
が
拡

大
さ
れ
る
こ
と
が
千
恕
さ
れ
、
計
断

的
な
生
し
桂
、
出
仰
指
導
を
値
化
し
、

野
菜
価
絡
保
証
制
度
を
拡
充
し
ま
す

・
肉
豚
、
肉
牛
の
対
策
強
化

草
地

の
利
肘
推
進
、
畜
産
同
地

の

古
成
、
優
良
家
古
田
の
導
入

新
た
に

優
良
肉
豚
生
産
対
策
と
肉
牛
の
価
格

フ

一
全
国
的
に
名
声
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
富

一
山
医
科
薬
科
大
学
の
果
た
す
役
割
は
大

-
き
い



代
化
を
指
導
し

新
た
に
高
山
医
科

薬
科
大
学
と
述
携
し
て
家
庭
薬
開
発

研
究
会
を
設
置
す
る
な
ど
「
と
や
ま

の
薬
」

の
開
発
、

研
究
を
進
め
ま
す
。

雇
用
の
安
定
こ
そ
急
務

奨
励
手
当
や
資
金
貸
付
制
度

-
緊
急
雇
用
対
策
に
万
全
を

最
近
の
脳
用
情
勢
は
厳
し
い
状
、
配

で
あ
り

こ
の
対
策
と
し
て
緊
急
一展

の用
実対
態策
を述
自~J 給
雄会
に議
は・を
挺辿

じ
て

I話
用

失
業
の
防

止
、
離
峨
者
の
生
活
安
定
と
.
舟
就
職

の
促
進
に
一
ル
全
を
期
し
ま
す
。

例
え
ば

就
職
援
護
制
度
な
ど
各

樽
の
雇
用
安
全
制
度
の
積
極
的
泊
別
c

職
場
実
習
制
度
に
奨
励
手
当
の
新
設
。

ま
た
、

離
職
者
の
生
活
安
定
に
資
金

貸
付
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

さ
ら
に
速
成
訓
練
事
業
を
一
層
拡

充
す
る
は
か

単
位
制
訓
練
技
法
の

導
入
や
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
コ
ー
ス

の
委
託
訓
練
制
度
を
創
設
す
る
な
ど

雇
用
情
勢
に
即
応
し
た
訓
練
を
実
施

し
て
い
き
ま
す

大
学
卒
業

ま
た

者
の
た
め
に
高
岡
学
生
職
業
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
ま
す
。

-
勤
労
者
い
-
』
い
の
村
オ
ー
プ
ン

五
月
に
お
待
ち
か
ね
の
勤
労
者
い

こ
い
の
村
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ご

用
機
会
の
創
出
と
い
、
っ
観
点
か
ら

i噌 +ii
i矛孟iiE

'--' ~ を

極
fl ~J 

進
め
る
た
め

、、‘tu 世
利
用
く
だ
さ
い
。

勤
労
者
の
金
融
刈
策
の
充
実
を
図

リ、

勤
労
青
少
年
の
家
及
び
働
く
婦

人
の
家
の
建
設
に
助
成
し
ま
す
。

市
町
村
と
連
携
し
て
企
業
立
地
助
成

制
度
を
創
設
し
ま
す

'
区

-
a
k湖
隊
司

a
Z濁
E

イ吃
を
Z'， 
同

は
ば
た
け
若
人
郷
土
の
宝

学
校
教
育
充
実
に
充
実
を

-
ゆ
と
り
あ
る
充
実
し
た
教
育
環
境

知

・
他

・
体
の
訓
和
の
と
れ
た
人

間
性
豊
か
な
児
童

・
生
徒
の
育
成
は

ハf
校
教
官
の
使
命
で
す

そ
の
実
現

課外教育の中で郷土を知るよい子たち

(県政小・中学生パス教室=富山新港)
4・燭，

の
た
め
に
純
々

の
地
策
を
桔
極
的
に

低
一
め
ま
す

高
等
学
校
の
左
桁

・
危
険
校
舎
の

改
築
を
中
心
に
体
育
館

・
格
技
場
の

北
陸
新
幹
線
藷
い
前
進

-
空
港
も
ジ
ェ

ッ
ト
化
へ
対
処

基
幹
交
通
網
の
整
備
促
進

よ
い
よ
環
境
影
響
評
価
の
実
施
を
は

山m
v以
待
望
の
北
体
新
幹
線
は

付イが動東
近 ン れ車 へ
)タ て道伸

|いのび
チる建る
エ( 設北
ン富は陸
ジ 山急自

ジェ ッ 卜機化に対処して

整備される富山空港

八
尾
中
核
工
業
団
地
は
今
年
度
か

1，'. i 1 ~ら
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4主 主 主成
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用
制

よ
り
私
背
負
仰

の
解
消
に
努
め
ま
す

-
養
護
学
校
教
育
の
義
務
化
に
即
応

今
年
度
か
ら
長
議
学
校
教
育
の
義

務
化
に
聞
い
ル
し
て
各
学
校
の
特
仙
を

は
じ
め
黒
部
九千
凶
、
砺
法
学
園
、
セ

ー
ナ

l
佑
な
ど
の
地
設
内
学
械
を
，
長

品
学
校
の
分
校
と
し
て
、
教
い
具
の
配

置
、
地
ぷ
の
作
備
な
ど
充
実
し
ま
す
。

-
私
学
の
特
色
を
活
か
す

引払
川一卜d
の
伝
捌
ハの

a

助
と
な
る
よ
う し、

じ
め
、

財
源
比
辿
し
が
つ
い
た
段
階

的
に
そ
の
解
決
に
あ
た

っ
て
お
り
ま

す
が
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
松
山
別
な

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

ま
た
、
新
幹
線
に
関
連
し
て
、

富

山
駅
南
、
駅
北
の
整
備
、

県
内
の
東

部
、
西
部
の
駅
周
辺
の
開
発
整
備
を

関
係
市
町
村
と
協
力
し
て
進
め
ま
す
。

富
山
空
港
は
ジ
ェ

ッ
ト
機
化
に
刈

処
し
て
拡
張
す
る
こ
と
に
し

用
地

経
常
費
助
成

の
閉
鎖
等
援
助
品
川
市
一の

拡
充
に
努
め
、

生
活
困
窮
世
帯
等
の

生
徒
に
対
し
授
業
料
の
免
除
を
行
っ

た
場
合
、
新
た
に
助
成
措
置
を
品
じ

ま
す

-
高
等
教
育
機
関
着
々
と

ん
い
田
山
大
字
紙
一
的
宇
部
で
の
経
営
法

で
の
挫
設
品
子
と
い
う
ス
ケ
シ
ュ

l

ル
が
決
ま
り
着
工
に
'川
け
て
大
き

く
前
進
し
ま
し
た

し
か
し
未
だ
解
決
す
べ
き
難
問
は

多
く
、
新
幹
線
対
策
五
を
設
け
柏
極

巴

取
得
や
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

北
陸
自
動
半
道
の
富
山
l
朝
日
間

の
早
期
開
通

東
海
北
陸
自
動
車
道

の
半
期
着
工

凶
道
八
刊
す
線
の
富
山

ー
高
岡
聞
の
四
卓
線
化
、
滑
川
富

山
バ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現
に
努
め
ま

す
。

-
八
尾
中
核
工
業
団
地
造
成
へ

長
期
的
な
産
業
構
造
の
改
善
と
雇

学
科
の
新
設
認
叶

高
岡
山
が
設
置

安
官
し
て
い
る
短
期
高
等
教
育
機
関

が
国
で
調
査
が
進
め
ら
れ

さ
〉
」
り
に

仇
川
化
学
凶
が
色
…
沖
ト
山
に
-L

A

卜

4
年
山

川
間
九千
を
日
途
に
短
期
大
学
設
置
を

進
め
る
な
ど

山町
民
の
教
行
熱

の

山川
が
結
実
し
て
い
き
ま
す

各
自
の
役
割
と
責
任
と
自
覚
を

ー

砺
波
青
少
年
の
家
と
第
二
少
年
自
然
の
家
建
設
|

-
若
い
力
を
十
分
に
発
揮

庁
少
年
を
位
や
か
に
古
て
、
お

の

お
の
の
適
性
と
役
訓
に
応
じ
た
社
会

参
加
を
実
現
す
る
た
め
、
本
人
の

'H

党
と
努
刈
を
促
す
た
め
の
地
誌

少
年
を
と
り
ま
く
以
抗
将
仙
に
相
似

何
か
ス
。ホ
i
ツ
し
て
い
ま
す
か

l

l
県
民
体
育
大
会
を
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
|
|

川
町
民

一
人

ス
ホ
|
ツ
を
見
山
し

て
い
ま
す
が

ス
ポ
ー
ツ
が
来
た
す

凡
又
川
判
円
十
」
F

引小川パ
か
心
身
と
も
に
位
以

な
生
活
を
迫
る
た
め
に

極
め
て
大

き

い
も
の
が
あ
り
ま
す

今
年
の
県
民
体
育
大
会
は
、
川
V

小川氏

総
参
加
で
託
、る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

し
ま
す

ヘ
ー
か
ら
で
も
出
く
は
あ
り

ま
せ
ん

ス
ホ

l
ソ
て
体
を
鍛
、
え
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い

M
討
の
ス

ホ

l
ツ
大
学
の
川
阿
川悦、

ス
ホ
l
ツ
の
桁
~
伴
、
学
校
体
有
地
設

の
山
政
、
体
育
川
体

の
助
成

ιト尤

体
行
地
ぷ
と
し
て
弓
道
場
を
オ
|
プ

ン
さ

せ

ま

す

ま

た

、
軟
式
庭
球
場

の
建
設
泊
予
、
総
合
体
育
セ

ン
タ
ー

等
弁
料
ス
ホ

l
ツ
施
設
の
整
備
の
た

め
の
調
査
を
進
め
ま
す

的
に
刈
処
し
ま
す

-
青
少
年
に
よ
り
良
き
環
境
を

青
少
年
に
と

ノ
て
有
害
と
な
る
以

川
引
を
か
化
し
、

」ー
ドj

指
弾
山
口
成
に
努
め
、

¥

/

砺
波
青
少
年
の
家
、
利
引
い
刊
に
第

二
/r
g

J

少
年
自
然
の
家

(
パ
ハ
判
例
少
年

'Num
の

/

¥

家
に
次
い
で

4

4

つ
め
の
も
の

)
グ〕

佳

ぷ
に
ぷ
子

-
青
年
の
船
は
中
国
と
米
国
へ

凱
九
凶
の
山
山
県
古
年
の
船
は

般
部
門
は
中
凶

へ
・a

山

に
ふい小名

農
業
部
門
は
同
年
川
版
本
凶
へ
、
へ
I

凶
は
高
校
生
を
含
め
て
派
遣
す
る
な

ど
本
県
に
と

勺
て
有
為
な
中
昭
古
年

と
l
dて
打
つ
よ
う
努
め
ま
す

な
お

ん

I
M
は、

中
国
の

青
年

二
十
名
を
本

県

に
招
待
し
て
、

山
凶
の
友
好
税
必
口

に
宙
与
し
た
い
と
行
え
て
い
ま
す



オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
後
の
景
気
停
滞
に
よ
り
、
失
業
者
数

は
全
国
で
百
万
人
を
こ
え
、
失
業
率
も
依
然
と
し
て
ニ

Y

を
こ
え
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
以
前
の
高
度
成
長
期
と
比
べ

る
と
、
失
業
者
数
に
し
て
四
十
j
五
十
万
人
、
失
業
率
に

し
て

0
・
八
ポ
イ
ン
ト
程
度
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
就
業
者
の
動
き
を
み
て
も
卸
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業

の
第
三
次
産
業
で
就
業
者
は
若
干
の
伸
び
を
示
し
て
い
る

も
の
の
、
製
造
業
で
は
就
業
者
の
減
少
が
み
ら
れ
る
な
ど

雇
用
情
勢
は
、
な
お
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

加
え
て
社
会
や
企
業
の
中
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、

そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
欧
米
先
進
国
の
三
倍
と
も
四
倍
と
も
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
雇
用
慣
行
は
若
年
者
の
雇
用
を
優

先
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
途
採
用
に
お
い
て
も
、
中
高
年

齢
者
の
雇
用
は
第
二
義
的
に
考
え
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
は
、
高
齢
化
が
進
む
に
従
い
賃
金
制
度
や

雇
用
慣
行
の
変
更
、
定
年
の
延
長
、
高
年
齢
労
働
者
の
活

用
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

国
や
県
で
は
今
、
こ
れ
ら
の
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、

全
力
を
あ
げ
て
失
業
の
予
防
、
失
業
者
の
生
活
の
安
定
と

再
就
職
の
促
進
、
高
齢
者
の
雇
用
促
進
等
の
た
め
に
、
各

種
の
援
助
施
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
雇
用
主
の
方
々

に
は
こ
れ
ら
の
諸
制
度
を
積
極
的
に
活
用
さ
れ
、
雇
用
の

促
進
と
安
定
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

る
指
定
業
種
と
指
定
期
間
に
該
当
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
条
件
で
す
が
、

人
員
整
理
等
の
深
刻
な
状
況
を
で
き

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)
を
定
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
さ
し
当
た

っ

て
、
各
企
業
が
定
年
年
齢
を
六
十
歳

ま
で
引
き
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ

っ
て
高
年
齢
者
の
雇
用
の
場
の
拡

大
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
定
年
延
長
に
は
年
功
序

列
賃
金
に
伴

っ
た
釘
金
原
資
の
増
加

や
人
事
の
停
滞
等
問
題
点
が
で
て
き

ま
す
。

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
定

年
延
長
後
は
、

①

労
働
能
力
、
労
働
内
容
に
応
じ

横
ば
い
な
い
し
低
下
す
る
よ
う
な

賃
金
体
系

②

延
長
後
の
期
間
を
加
算
し
な
い
退

職
金
制
度

会=ー

る
だ
け
未
然
に
防
止
す
る
た
め
有
効

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

る
よ
う
な
人
事
管
理
シ
ス
テ
ム

等
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ

う
。

労
使
共
に
お
互
い
の
立
場
を
よ

く
理
解
し
合
っ
て
定
年
延
長
奨
励
金

や
継
続
雇
用
奨
励
金
等
の
助
成
制
度

も
充
分
活
用
さ
れ
て
、
少
し
で
も
定

年
延
長
の
促
進
を
図

っ
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

-
定
年
延
長
奨
励
金
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産
業
構
造
の
変
化
や
そ
の
他
経
済

上
の
理
由
か
ら
、

事
業
活
動
の
縮
小

や
事
業
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

事
業
主
が
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者

を
休
業
さ
せ
た
り
、
教
育
訓
練
を
受

け
さ
せ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
雇
用

安
定
資
金
制
度
に
よ
り

一
定
期
間
休

業
手
当
や
賃
金
の
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

表

1
は
、
景
気
変
動
に
よ
る

一
般
的

な
休
業
及
び
数
育
訓
練
に
対
す
る
助

多
く
、
五
十

r近
く
を
占
め
て
お
り

ま
す
が
、
定
年
の
年
齢
を
五
十
六
歳

以
上
に
引
き
上
げ
る
事
業
主
に
対
し

て
は
、
中
小
企
業
の
場
合
、
一
人
当

り
年
額
三
十
万
円
、
大
企
業
の
場
合

一
人
当
り
年
額
二
十
万
円
の
定
年
延

長
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
継
続
雇
用
奨
励
金

六
十
歳
以
上
の
定
年
制
を
し
く
事

業
主
で
、
雇
用
す
る
労
働
者
が
定
年
に

到
達
し
た
こ
と
か
ら
退
職
す
る
時
期

が
き
た
が
、
引
き
続
き
定
年
後
も
常

用
労
働
者
と
し
て
雇
用
す
る
場
合
に

は
、
中
小
企
業
一
人
当
り
年
額
十
五

万
円
、
大
企
業
一
人
当
り
年
額
十
万

円
の
継
続
雇
用
奨
励
金
が
支
給
さ
れ

働
く
者
の
宿
命
と
し
て
永
年
た
ず

さ
わ

っ
て
き
た
仕
事
や
職
場
を
離
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
定
年
が
い
つ
か

や

っ
て
き
ま
す
。

定
年
後
の
再
就
職
に
備
、え
て
、
退

職
さ
れ
る
三
年
前
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
適
性
に
合

っ
た
職
業
講
習
(
通
信

制
ま
た
は
通
学
制
)
が
無
料
で
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

-
定
年
退
職
前
職
業
講
習
制
度

講
習
を
受
け
ら
れ
る
職
種
は
表

3

成
制
度
で
あ
り
、

表

2
は、

不
況
業

景気変動による休業及び教育訓練に対するもの

助成の種類 支給対象者 助成内容 支給限度 対象業種

(1)雇用調整 労使聞の休業協定に基づいて休業 休業手当の 2分の l

給付金 を行い休業手当を支払った事業主 (中小企業3分の2)
被保険 101業種

(2)訓練調整 事業活動の調整期間中に教育訓練 受講賃金の 2分の l
者数× (54.3.1 

給付金 を行し、通常の賃金を支払った事業主 (中小企業 3分の 2) 

1人 1日当たり480円
100日 現在)

(3)訓練調整 上記(2)の教育訓練を行いこれに要

費助成金 する訓練費用を負担した事業主
法定職業訓練の場合

610円

表 1

種
か
ら
脱
出
す
る
た
め
枯
極
的
に
半

業
転
換
を
図
ろ
う
と
す
る
場
合
の
休

業
や
教
育
訓
練
に
対
す
る
助
成
制
度

で
す
。

い
ず
れ
も
労
働
大
臣
の
定
め

不況業種から転換を図る際の休業及び教育訓練に対するもの

助成の種類 支給対象者 助成内容 支給限度 対象業種

(1)事業転換等 事業転換等のために必要な教育訓練 受講賃金の 2分の l

訓練給付金 を行い通常の賃金を支払った事業主 (中小企業 3分の 2) 

(2)事業転換等 上記(1)の教育訓練を行いこれに要す l人 1日当り 480円 被保険 90業種

訓練費助成金 る訓練費用を負担した事業主 法定職業川練の場合は610円 者数× (54.3.1 

(3)事業転換等 労使聞の休業協定に基づいて施設設 休業手当の 2分の l 200日 現在)

休業給付金 備の変更に伴う休業を行い休業手当 (中小企業 3分の 2) 

を支払った事業主

(4)事業転換等 労使聞の合意に基づいて出向を行い その経費の 2分の l 出向の日

出向給付金 これに要する経費を負担した事業主 (中小企業 3分の 2) から1年間

守口

表 2

事務関係 技術関係

簿 記 自動車整備

奇主 理 家庭電器技術

経 メ邑且 ， 主国立 理 ドロ 相リ

労 務 主目立 理 校 正

中小企業診断士 写 fl宣

社会保険労務士 保 育

司 法 書 士 手口 j羊 裁

不動産鑑定士 i&IJ 5Eヨ主

土 地 家屋調査士 製 図

宅地建物取引主任者 レ ス

公害防止管理者 調 理

統計調査事務 食 ロロu 加 工

医療保険請求事務 園 一τφ広+戸ー

事 務 非田武 理 1、主rム査. 接

不動産管理 建 さ日き又rt. 

圭ロ五ロ 学 そ σ3 他

定年退職前職業講習実施職種表 3
の
と
お
り
で
、
講
習
期
間
は
一
年
で

す
。

ま
た
、
受
講
中
本
人
に
は
受
講

給
付
金
(
通
信
制
月
額

一
万
二
千
二

百
五
十
円
、
通
学
制
一
万
六
千
二
百

五
十
円
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
希

望

さ
れ
る
場
合
、
毎
年
一
月
中
に
働
い

て
お
ら
れ
る
卓
業
所

(雇
用
保
険
の

適
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
)
を
通
じ

て
公
共
職
業
安
定
所
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

組
制
刈
刈
羽
羽
羽
刈
羽
刻
川
叩
羽
叶
ヨ
ー
ペ
ー
パ
ー
9
3
4
Aヨ川河川判

---z・
吋

1
v
j
b
x
e
J
ut-
-'
:
?
IP-
-a

獄
中
軒
高
犠
齢
者
の
一
雇
用
ト
機
務
総
穏
m

占、

2
V
2
・‘.Lvr
ぷ
;
・

じゃ

k
k
rに
じ
w
h
除
ル
際
除
防
除
同
K
W院
院
は

M
P医
院
医
院
一

公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
各
事
業
に
適
合
す
る
と
認
め
て
選
定
さ
れ
た

所
に
対
し
て
、
中
高
年
齢
者
の
能
力

職
種
(
六
十
三
職
種
)
の
求
人
に
つ
い

て
は
、
特
に
中
高
年
齢
者
を
採
用
し

て
い
た
だ
く
よ
う
雇
用
主
に
強
く
呼

び
か
け
て
お
り
ま
す
が
、

表

4
の
各

11 

種
の
援
助
制
度
を
有
効
に
活
用
し
て

一
人
で
も
多
く
の
中
高
年
齢
者
の
方

方
に

「
働
き
が
い
、
生
き
が
い

」

の

あ
る
職
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

-
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金

中
年
齢
者
(
四
十
五
歳

i
五
十
五

歳
未
満
)
ま
た
は
高
年
齢
者
(
五
十
五

歳
1
六
十
五
歳
未
満
)
を
公
共
職
業

安

定

所

の

紹

介

で

常

用

労

働

者

と

し

て

採

用

し

、

そ

の

雇

用

割

合

ま

た
は
、
雇
用
者
数
を
高
め
た
事
業
主



中高年齢求職者に対する就職接助制度の概要

(受講者に対して)

通所手当の支給及び奨励手当10，000円

(委託事業主に対して)

|人につき 10，000円の委託費支給

(一般の者)訓練手当の支給

(⑮受給者)基本手当、技能習得手当等

の支給

公共職業訓練の受講⑧

職場実子干の受 .I昨⑧。

表 4

f 

い
う
と
実
習
制
度
は
お
見
合
い
、
適

応
訓
練
制
度
は
婚
約
期
間
に
相
当
す

る
制
度
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

に
対
し
て
は
訓
練
手
当
等
を
支
給
し

て
中
高
年
齢
者
等
の
就
職
に
つ
い
て

万
全
の
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
を
す
る
こ
と

表

6
の
と
お
り
訓
練
期
間
中
事
業

主
に
対
し
て
は
訓
練
委
託
費
、
本
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

十三梢17
23高S
153眠 i
z!?;:齢;ii
j 者三;!
日吟
産さ:均三)
3J;再j;制
限開到
反発??;

子訟のい
FGTC到
年;37め刻

て 院予ぷβ

ピ
l
ド
は
、

業
の
興
廃
、

職
業
の
変
遷
は
避
け
ら

き
て
お
り
ま
す
。

れ
な
い
こ
と
で
す
が
、

昨
今
の
様
子

や
む
を
得
ず
転
職
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
、
頼
り
に
な
る
も
の

を
見
ま
す
と
そ

の
移
り
変
わ
り
の
ス

職場適応訓練の受 講⑧⑨

(受講者に対 して)

公共訓練の場合と同様の手当の支給

(委託事業主に対 して)

|人につ き月 13，000円の委託料支給

(ただし高齢者は14，000円)

に
付
し
表

5
の
と
お
り
中
高
年
齢
者

ぽ
凶
開
発
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

た
だ
し
こ
の
制
肢
は
、
リ
版
近
の
よ
う

に
、
特
に
雇
用
機
会
の
著
し
く
減
少

し
て
い
る
中
で
枯
極
的
に
中
高
年
齢

層

の
雇
刷
機
会

の
明
大
を
凶
る
た
め

の
助
成
措
置
で
す
か
ら

現
J

れ
の
と

中高年齢者雇用開発給付金

期j 間
事業主によ、jする 本人に ):.Jする 立;給 支給額(Ji.JL1'L令の)

区分 る訓練委託費 訓純子当 ~1{ ト一一一一一一一
期!間 中小企業 大余業

高山県職場
1カJJ

10印町|llll h14+1曲川i-iて .1'1 1奨励 ー一一 一一一一 一一一ート一一一一一 ←一一一一 ーー

実子'1;jjlJ J支 -y.吋 'jl年齢お l年 比 % 
高齢者(選定職杯

(4S -5S ，:;1<: ~ ~ i ，:I~J J 

職場適応副1¥ 14，00υI1 雇似+泊所子当 +社能 向年齢者 l年
% % 一争点HilJJ主: :Wlf!十干吋 (55】 ti!i，:&..Ki，日J)I 6カJ]

その他 l:~. ooull 

(ただし後半6カ月間は中小企業%、大企業見)

守2

中高年齢者雇用開発

給付金の 支給⑧

(中高年齢者掃い入れそ の雇用害IJ¥
合もし くは雇用者数を高め た場合/

中小企業 賃金の2高年齢者 18カ月

大企業賃金の昔 中年齢者 12カ月

雇用奨励金の支給⑧

(高年齢者ま山
業訓練修了者を雇い入れる場合

国 !人につき月額 14，000円 12カ月

県 |人につき月額2，000円 12カ月

は
技
能
で
す
。
時
代
に
乗
り
遅
れ
な

こ
ろ
昨
年
の
卜

-
H
-一卜
日
か
ら

U

卜
川
年

1
一
月
十
九

H
ま
で
の
期
間

指
定
と
な

勺
て
お
り
ま
す

・
高
年
齢
者
雇
用
奨
励
金

高
年
齢
者

一
『江
卜

4
歳

i
人
卜
“

歳
未
満

}
を
公
共
職
業
安
定
所

の
制

介
で
、
常
間
労
働
者
と
し
て
層
別
し

た
事
業
主
に
高
年
齢
者
雇
用
奨
励
金

が
支
給
さ
れ
ま
す

(期
間
指
定
は
あ

表 5表 6を
受
け
た
場
合
、
お
よ
そ

一
カ
月
約

七
万
円
程
度
の
訓
練
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
各
種
援
助
制
度
の
拡
充
に
併
せ
て
い
ま
、
積
極

的
な
求
人
開
拓
等
も
強
力
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
事
業
主
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
と
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
求
職
者
の
み
な
さ
ん
に
は
新
し
い
仕
事

に
取
り
組
も
う
と
い
う
積
極
的
な
意
欲
で
、
再
就
職
へ
の
道
を

き
り
開
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭和54年度職業転換訓練

立

い
よ
う
な
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と

こ
そ
一
番
大
切
で
な
い
か
と
思
い
ま

す
。表

7
の
と
お
り
県
下
の
各
高
等
技

能
学
校
、
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
及
び

総
合
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
各
種

の
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
が

転
換
課
程
で
は
中
高
年
齢
者
向
き
に

比
較
的
就
職
機
会
の
多
い
職
種
に
よ

る
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

訓
練
中
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

福野高等技能学校

福野町寺家1001
fi(07632)3152 

砺波高等技能学校

砺波市宮丸580
E(07633)2-3531 
職業訓練セ ンター

小杉町黒河

fi(07665)6-0490 
新湊分所

新湊市今井685
fi(07668)2-2790 

り
ま
せ
ん

」
雇
用
者
一
人
に
つ
き
月

制
一
万
四
千
円
二

年
間

-
富
山
県
職
場
実
習
制
度
と
職
場
適

応
訓
練
制
度

中
高
年
齢
者
で
就
職
が
困
難
な
方

就
職
に
際
し
て
少
し
で
も
早

員
r-'. 

疋名科，

校

4
ω

名

一学

幻
お

一能

庄
一

校

一技

新

制

一等

向

心

学
一
高
市
町
内

山
山
川
w

b

昌

円晶

mu

黒部高等技能学校

黒部市荻生4150

包 (0765)52-0251

表 7

県

く
職
場
環
境
に
適
応
し

な
じ
ん
で

、
二
二
、
r
L

1
u
w
b
7
J
J
I
'
t
v
J
 

各
事
業
所
へ
ス

ム

|

ス
に
受
け
入
れ
て
も
ら
う

こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
飢
い
と
し
て
峨
場
実
計
制

位
(一

カ
バ

)
と
職
場
適
応
訓
練
制
度

ハカ
パ
)
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と

者
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
保
険
金
の

支
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
ま
た
、

雇
用
保
険
の
資
格
の
な
い
方
に
つ
い

て
も
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
認
定

学校名

富山総合高等職業訓

練校

(富山技能開発

センター)

高岡市博労本町4-1
fi (0766 )22-2738 

その他の訓練速成訓練として造園科を計画、委託訓練として建設機
械運転科を計画

13 

備考

雇
用
促
進
事
業
団
立



人

γ
マ
グ
?
ム、

ム
つ
か
ら
七
百
年
ほ
ど
昔
の
こ
と
じ
ゃ
っ
た
と
。

上
市
川
の
ず
っ
と
奥
に
小
さ
な
村
が
あ
っ
芝
と
。

そ
し
て
、
村
一
番
の
農
家
に
お
み
よ
と
い
う
先
妻
の
子

と
、
お
だ
え
と
い
う
後
妻
の
子
が
あ
っ
て
、
二
人
と
も
そ

れ
は
そ
れ
は
き
り
ょ
う
よ
し
だ
っ
だ
そ
う
な
。

だ
だ
の
う
、
後
妻
さ
ん
は
ど
う
し
て
も
自
分
の
子
供
ガ

か
わ
い
い
も
ん
だ
か
ら
、
い
つ
も
祭
に
着
せ
る
よ
う
な
い

い
着
物
を
着
せ
て

〈お
だ
え
、
お
芝
え
〉
と
、
何
か
に
つ

け
か
わ
い
か
ら
れ
て
お
つ
だ
。
そ
の
反
対
に
先
妻
の
子
の

お
み
よ
に
は

〈掃
除
は
ま
だ
か
い
の
う
〉〈
ご
飯
の
用
意
を

せ
っ
し
ゃ
い
や
〉〈
洗
濯
は
ど
う
し
だ
ん
じ
ゃ
〉
と
、
な
ん

で
も
用
事
を
言
い
つ
け
て
の
う
、
み
す
ぼ
ら
し
い
身
な
り

ば
か
り
さ
せ
て
お
つ
だ
と
。

で
も
お
み
よ
は
大
へ
ん
素
直
な
、
お
と
な
し
い
子
だ
つ

だ
も
の
だ
か
ら
〈
は
い
、
は
い
〉
と
、
不
平
ひ
と
つ
言
わ

な
い
で
お
田
さ
ん
の
言
う
と
お
り
包
日
働
い
て
あ
っ
芝
そ

う
じ
ゃ
。

あ
る
目
、
あ
田
さ
ん
が
二
人
の
子
供
を
呼
ん
で
言
う
だ

っ
て
み
る
と
、
あ
だ
え
の
畠
か
ら
青
い
芽
ガ
出
て
あ
っ
て

の
う
、
お
た
え
は
そ
れ
は
喜
ん
で
家
に
と
ん
で
帰
り
、〈お

つ
か
さ
ん
、
お
っ
か
さ
ん
、
あ
だ
え
(
わ
だ
し
)
の
畠
か
ら

と
う
と
う
芽
ガ
出
て
来
疋
い
ね
グ
〉
と
お
田
さ
ん
に
抱
き

つ
き
な
が
ら
大
喜
び
だ
つ
だ
け
ど
、
お
み
よ
の
ほ
う
は
か

わ
い
そ
う
に
煎
り
豆
と
は
知
ら
ず
、
芽
ガ
出
な
い
の
は
き

っ
と
自
分
の
丹
精
が
だ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
、

一
人
畠
に

残
っ
て
一
生
懸
命
草
を
と
つ
だ
り
し
と
っ
疋
と
。

お
た
え
の
豆
は
一
日
一
日
と
目
に
見
え
て
大
き
く
な
っ

て
い
つ
だ
が
、
お
み
よ
の
畠
は
出
る
の
は
雑
草
ば
か
り
で

い
つ
ま
で
だ
っ
て
も
豆
の
芽
ガ
出
て
こ
な
ん
だ
と
。
で
も

お
み
よ
は
あ
き
ら
め
も
せ
ず
朝
は
暗
が
り
か
ら
畠
へ
か
よ

っ
て
お
つ
だ
と
。

村
の
人
疋
ち
は
ど
う
し
て
お
み
よ
の
畠
に
豆
の
芽
ガ
出

な
い
の
か
と
不
思
議
が
つ
だ
り
¥
不
怖
が
つ
だ
り
し
て
い

た
が
¥
神
様
ガ
こ
れ
を
見
て
お
ら
れ
、

〈
か
わ
い
そ
う
に

白
親
の
い
じ
わ
る
で
あ
み
よ
が
え
ら
い
め
に
お
う
て
あ
る

か
ら
助
け
て
や
ろ
う
で
は
な
い
か
〉
と
仲
間
だ
ち
と
相
談

さ
れ
だ
と
。

そ
れ
を
知
ら
な
い
お
み
よ
ガ
畠
に
行
っ
て
み
る
と
さ
て

ど
う
ぢ
ゃ。

昨
日
ま
で
芽
の
出
て
お
う
な
ん
だ
畠
に
豆
の

木
ガ
ど
ん
ど
ん
の
び
て
い
る
も
ん
だ
か
ら
、
だ
ま
げ
だ
あ

み
よ
は
は
村
ヘ
飛
ん
で
帰
り
〈
お
ら
の
畠
へ
来
て
み
ら
れ

お
化
け
の
豆
の
木
ガ
出
だ
〉
と
ふ
れ
て
ま
わ
つ
だ
と
。

さ
あ
村
の
者
は
何
事
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
み
よ
の
畠
へ

行
っ
て
み
る
と、

な
ん
と
ま
あ
、

一
抱
え
も
あ
る
豆
の
木

ガ
大
空
に
向
か
っ
て
の
び
て
お
っ
疋
と
。

そ
れ
か
ら
は
村
人
だ
ち
は

〈あ
ん
な
大
き
な
豆
の
木
に 市

町
村
民
話
①
上
市
町

-
今
月
号
か
ら
、
県
内
の
市
町
村
に
伝
わ
る
民
話
を
登
載
し
ま
す
。

-r 
I 

面

話
回

物

ぷ
ん
・
井
戸
川
義
邦
(
上
市
町
社
会
一
敏
育
幌
園
長
)

え

・

利

回

忠

(

上

市

町

固

定

資

産

税

係

長

)

(
不
転
載
)

-
小
さ
な
子
に
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い

と
、〈
お
前
だ
っ
ち
ゃ、
こ
れ
か
ら
村
の
か
ま
て
(上
の
方
)

に
あ
る
豆
山
に
畑
を
作
っ
て
豆
を
植
え
て
こ
っ
し
ゃ
い
や
〉

二
人
の
姉
妹
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
、
豆
山

へ
行
っ
て
木
の
根
を
掘
り
お
こ
し
だ
り
、
石
を
よ
か
し
だ

り
し
て
畠
を
つ
く
り
、
豆
を
蒔
い
て
の
う
、
二
人
は
、
そ

れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
包
目
、
今
も
芽
が
出
る
力
、
早
や

も
芽
ガ
出
る
か
と
畠
へ
行
つ
て
は
草
を
と
つ
だ
り
、
水
を

や
つ
だ
り
し
て
大
切
に
し
て
お
っ
た
。

あ
る
目
、
き
ょ
う
も
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
豆
山
に
行

と
い
う
て
子
供
だ
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
紙
の
袋
に
入
つ
だ
豆
を

渡
し
だ
と
。

と
こ
ろ
が
の
う
、
お
だ
え
に
は
普
通
の
豆
だ
つ
だ
の
に

お
み
よ
に
渡
し
だ
豆
は
、山〈
で
一即
つ
だ
喰
べ
れ
ば
う
ま
か

れ
ど
植
え
て
も
芽
の
出
な
い
豆
だ
っ
芝
そ
う
な
。

's
hv 

い
つ
だ
い
ど
ん
な
に
だ
く
さ
ん
の
豆
ガ
な
る
も
ん
か
い
の

う
〉
と
、
よ
る
と
さ
わ
る
と
話
し
あ
っ
た
そ
う
な
。

そ
れ
か
ら
こ
の
村
を
干
石
と
い
う
よ
う
に
な
つ
だ
と
。

や
が
て
秋
に
な
っ
て
そ
の
大
き
な
豆
の
木
に
は
、
枝
ガ

由
ガ
る
く
ら
い
に
豆
ガ
な
っ
て
青
空
に
金
色
に
輝
い
て
お

つ
だ
と
。

や
が
て
豆
の
木
は
く
り
ぬ
か
れ
て
太
鼓
の
胴
と
な
っ
て

越
前
の
ま
平
寺
に
納
め
ら
れ
、
今
も
寺
の
宝
と
し
て
大
切

に
保
存
さ
れ
て
い
る
そ
う
な
。

そ
し
て
木
を
切
つ
だ
と
き
、
枝
ガ
上
市
川
を
流
れ
、
あ

る
坂
に
流
れ
つ
い
疋
と
。

そ
れ
を
見
つ
け
疋
村
人
が
だ
く
さ
ん
豆
ガ
つ
い
て
い
だ

の
で
、
量
っ
て
み
た
ら
五
斗
(
約
六
十
五
キ
ロ
)
も
あ
つ
だ

の
で
そ
の
坂
を
五
斗
坂
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
つ
だ
と
。

も
う
一
本
大
き
な
枝
ガ
流
れ
っ
き
、そ
の
枝
か
ら
五
百
石

(
約
六

・
五
ト
ン
)
の
豆
ガ
と
れ
だ
の
で
そ
の
土
地
を
五
百

石
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
つ
だ
と
。

そ
う
し
て
い
よ
い
よ
豆
の
木
を
切
る
巳
ガ
来
て
村
中

総
出
で
、お

み
よ
の
豆
の
木

工

ツ
サ
力
ホ
イ

お
化
け
の
豆
の
木
、
ヤ
ツ
サ
力
ホ
イ

と
、
か
け
声
も
勇
ま
し
く
切
り
だ
あ
し
だ
と
。
そ
し
て

い
つ
だ
い
ど
れ
だ
け
の
豆
が
あ
る
だ
ろ
う
と
量
っ
て
み
だ

ら
干
石
(
約
十
三
ト
ン
)
も
あ
つ
だ
と
。



か
ね
て
建
設
中
、だ
つ
だ
「
神
通
川
工
業
用
水
道
事

業
L

の

一
部
と

「
県
西
部
水
道
用
水
供
給
事
業
の
子

撫
川
水
源
」
、
ガ
完
成
し
だ
の
で
¥
そ
れ
ぞ
れ
四
月

一

日
か
ら
給
水
、
ガ
始
ま
り
ま
し
だ。

-・・・r--司.‘'"・4・・・・・・.......・r-"-・・・・・『園園、r._~~ " r1 :こ ・・・・・・・t:--二.. . _ J .・・・・・ー......'u.且E・圃・・・...一司........‘3・・

日
量
日
万
立
方
M
を
給
水

水
不
足
が
解
消
す
る

小
矢
部

EZ固

氷
見
• 

福
岡
山
…

• 

f
撫
川
水
源

(地
設
能
力

一
日
最

大
六
万
J
)
は
、
昭
和
凶
卜
七
年
度

田
川
水
源

(地
誌
能
力

一
日
最
大
七

始
め
ま
し
た

毎
年
、
断
水
や
給
水

制
限
に
悩
ま
さ
れ
た
苧
」
れ
ら

の
地
域

万
五
千
ト
)
か
ら
高
岡
市

射
水

に か
_l__ ルコ

事約
カ、 (1
完(志
成円
しを

か
け

本

年
三

H

の
水
不
足
も

こ
れ
で

一
挙
に
解
消

水
道
企
業
団

(
新
湊
市
、

町

四
月
か
ら
小
Fト
八

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

大
門
町

大
山
町
及
び
ド
村
の
一

山

νい
j

立
日
.A
川

水
凡
山

川
附
町

へ
給
水
を

現

一町

一
村

で
構
成

へ一

日
六
万

す

で
に
完
成
し
て
い

る
和

全
国
で
も
有
数
の
大
河
川
ガ
富
山
湾
に
注
ぎ
、
苦
か

ら
豊
富
な
伏
流
水
や
地
て
水
を
生
活
用
水
と
し
て
使
っ
て
き
ま
し

だ
が
、
近
年

、、
生
活
様
式
の
麦
化
や
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
生
活

用
水
の
需
要
、
ガ
年
々
増
加
只
限
り
あ
る
資
源
と
し
て
の
水
道
用

水
の
確
保
ガ
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
レ
、
こ
れ
以
上
の
地
下
水
の
汲
上
げ
は
¥
地
盤
沈
下
な
ど

本
県
は

水道用水の却問屋
県水道用水供給事業

の
原
因
と
な
る
の
で
不
司
能
て
あ
り
¥
ま
だ
、現
在
の
市
町
村
単
位

て
そ

η
ぞ
れ
新
し
い
水
源
を
み
つ

7
、
水
道
施
設
を
つ
く
る
こ
と

も
多
額
の
資
金
と
年
月
を
要
レ
困
難
で
す

J

そ
こ
で
、
県
で
は
水
道
の
水
源
を
浜
水
調
節
や
農
業
用
水
の
確

保
、
発
電
な
ど
を
あ
わ
せ
て
つ
く
る
多
目
的
タ
ム
に
求
め
、
広
域

的
に
良
質
で
安
く
¥
か
つ
長
期
に
わ
だ
り
安
定
し
だ
水
を
供
給
で

き
る
よ
う
「
水
道
用
水
供
給
事
実
L

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
タ
ム
に
蓄
え
だ
水
を
浄
水
場
て
処
理
し
、
市
町
村
の
配
水

タ
ン
つ
ま
で
送
る
も
の
で
、
い

ば

、
水
道
の
卸
問
屋
の
役
目
を

し
て
い
ま
す
。

富
山

• 

高
岡
地
区
等
ヘ

神
通
川
工
業
用
水
道
事
業
と
い
う

の
は、

富
山
県
総
合
開
発
計
画
に
基

づ

い
た
事
業
で

一、

現
在
和
田
川
工
業
用
水
道
か
ら

高
岡
地
区
の
既
存
工
業
地
帯
と、

富
山
新
港
背
後
地
の
臨
海
工
業
地

帯
立
地
工
場
へ
給
水
し

1
い
ま
す

が
、
こ
の
不
足
す
る
工
業
用
水
を

補
給
す
る
。

二
、
富
山
地
区
既
存
工
業
地
帯
へ
給

水
す
る
。

三
、
現
在
富
山
、
高
岡
地
区
で
地
下

水
を
利
用
し
て
い
る
工
業
の
地
下

水
不
足
を
補
う
た
め

こ
れ
を
転

換
す
る
た
め
の
水
源
に
な
る
。

等
の
工
業
用
水
の
需
要
に
対
処
す
る

た
め
、
神
通
川
に
水
源
を
確
保
し
、

日
量
六
十
万
立
方
幻
の
工
業
用
水
を

t 

を
給
水
し
て

い
ま
す

県
で
は

さ
ら
に
今
後
の
水
需
要

の
明
加
に
仙
え
山
小
ぃ米
部
に
目午
奈
片
ダ

ム、

中
部
に
能
…肝
川
ダ

ム、

西
部
に

広
域
的
に
給
水
す
る
よ
う
計
画
さ
れ

た
も
の
で
す
。

こ
の
工
業
用
水
道
の
建
設
は
、
昭

和
四
十
八
年
度
か
ら
着
手
し
ま
し
た

が、

工
業
用
水
の
需
要
量

に
対
応
し

て
、
当
面
の
給
水
施
設
能
力
を
日
量

十
五
万
立
方
灯
と
し
て
、
取
水
口
、

導
水
路
、
沈
で
ん
池
及
び
配
水
池
等

16 

の
浄
水
場
施
設
と
高
岡
方
面

へ
の
配

水
管
の
布
設
を
建
設
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
施
設
の

一
部
が
完
成

し
た
こ
と
か
ら
四
月

一
日
給
水
を
開

始
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
高
岡
、
新
港

背
後
地
区
並
び
に
富
山
市
左
岸
の

一

部
地
域
の
企
業
の
工
業
用
水
の
需
要

に
対
し
て
、
安
定
し
た
供
給
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

境
川
ダ
ム
を
広
成
し
水
似
を
ぷ
め、

既

誌
の
和
田
川
、
子
撫
川
ダ
ム
と
あ
わ

せ
て

一
日
約
四
十
万

L

ノ
の
生
活
用
水

を
碓
保
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

V満々 と水をた くわえた子撫川水;原のダムと 浄水場 (写真左下)



明
る
い
町
づ
く
り

み
ん
な
で
防
犯

春
は
行
楽
あ
る
い
は
買
物
な
ど
の
用
件
で
外
出
す
る
機
会
ガ

多
く
な
り
ま
す
。

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
留
守
を
狙
う
あ
き
巣
ド
ロ
や
小
暴

力
、
迷
惑
行
為
の
横
行
、
少
年
疋
ち
へ
の
不
良
化
へ
の
誘
い
な

戸
締
り
を
十
分
に
し
な
か

っ
た
ば

か
り
に
楽
し
い
旅
行
か
ら
帰
っ
て
み

る
と
「
あ
き
巣
」
に
入
ら
れ
て
い
た

と
い
う
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

あ
る
ベ
テ
ラ
ン
の
ド
ロ
ボ
ウ
は
「
あ

き
巣
」
は
三
分
間
が
勝
負
ど
こ
ろ
と

い
っ
て
お
り
ま
す
。
「
ア
ッ
」
と
い
う

聞
に
現
金
や
貴
重
品
を
狙
い
ど
り
し

ま
す
。

あ
き
巣
に
入
ら
れ
な
い
た
め
に

外
出
す
る
と
き
は

。
隣
に
「
ひ
と
声
」
か
け
て
留
守
を

頼
む
。

。
な
る
べ
く
雨
戸
や
カ
ー
テ
ン
を
し

め
放
し
に
せ
ず
「
留
守
」
だ
と
い

う
ニ
と
が
一
目
で
わ
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
。

。
チ
ヨ
ッ
ト
の
留
守
に
も
、
カ
ギ
を

か
け
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
。

を
心
が
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
を

ど
魔
の
手
ガ
の
び
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、

こ
う
い
つ
だ
春
に
多
い
犯
罪
や
非
行
か
ら
県
民

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
春
の
防
犯
運
動
を
展

開
し
ま
す
。

を
守
る
だ
め
、

少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
近
の
ド
ロ
ボ
ウ
は
、
立
派
な
身

な
り
を
し
て
、
自
家
用
車
を
乗
り
ま

わ
す
者
が
多
く
な
り
ま
し
た
か
ら
、

一
見
し
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
行
楽
地
に
は

さ
さ
い
な

と
に
い
い
が
か
り
を
つ
け

日
司
、
再
ヨ

ロh
d

し
4
4

に
た
か
っ
た
り

お
ど
し
た
り
す
る

不
良
徒
輩
が
た
む
ろ
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
暴
力
行
者
を
見
た
り

聞
い
た
り
し
た
と
き
は

。
勇
気
を
出
し
て
、
す
ぐ
一

一
O
番

で
警
察
へ
通
報
す
る
。

。
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
。
こ
れ

ら
無
法
者
を
の
さ
ば
ら
せ
る
大
き

な
原
因
と
な
り
ま
す
。

。
被
害
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
け
つ

し
て
泣
き
寝
入
り
せ
ず
警
察

へ
通

今
年
の
春
は
暖
冬
異
変
で
早
く
や

っ
て
き
ま
し
た
。
農
作
業
も
早
ま
り

農
業
用
水
も
水
量
が
増
え
、
勢
い
よ

く
流
れ
始
め
ま
し
た
。

「水
ぬ
る
む
」
こ
の
頃
に
な
る
と
、

毎
年
い
た
い
け
な
子
ど
も
の
水
死
事

故
が
増
え
、
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
伝

報
す
る
。

ま
た

春
は
痴
漢
の
季
節
で
も
あ

を
巡
回
中
の
パ
ト
カ
ー
に
連
絡
し
て

現
場
に
急
行
さ
せ
、
事
件
や
事
故
な
ど

の
処
理
に
当
た
ら
せ
ま
す
。

一一

O
番
は
「
早
く
て
正
確
」
で

な
け
れ
ば
、
す
早
い
犯
人
の
逮
捕
や

事
件
の
解
決
は
の
ぞ
め
ま
せ
ん
。

一一

O
番
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
し
た

ら
一
患
い
れ
て
落
ち
着
い
て
、

。
何
が
起
き
た
か

(
泥
棒
が
い
る
。

交
通
事
故
で
す
な
ど
。)

。
い
つ
あ
っ
た
か

(
今
で
す
。
五
分

り
ま
す
。

女
性
の
夜
道
の
ひ
と
り
歩
き
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

夜
間
屋
外
に
女
性
の
肌
着
を
干
し
っ

放
し
に
す
る
と
、
痴
漢
が
狙
い
盗
り
を

し
ま
す
。
お
互
い
に

被
害
に
か
か

前
で
す
な
ど
)。

。
ど
ニ
で

(
O
ム
町
×
丁
目
口
番
地

で
、
目
標
は

O
ム
郵
便
局
の
裏
で

す
な
ど
)
。

。
ど
う
な
っ
て
い
る

(
車
で
逃
げ
た

車
種
ナ
ン
バ
ー
、

人
相
、

特
徴
、

ら
ぬ
よ
う
、
す
き
を
見
ぜ
な

u
ょ
う

注
意
を
し
、
住
み
よ
い
町
づ
く
げ
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

回匝iEヨ
一一

O
番
は
、
皆
さ
ん

が
県
内
の
ど
こ
で
電
話
を

か
け
ら
れ
て
で
も
す
べ
て

警
察
本
部
の
通
信
指
令
室

に
入
っ
て
き
ま
す
。

一一

O
番
を
受
理
し
た

服
装
な
ど
)。

。
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
あ
な
た

の
電
話
番
号

と
要
領
よ
く
話
し
て

く
だ
さ
い
。

、

も
は
ど
こ
か
ら
で
も
水
を
求
め
て
遊

び
に
や
っ
て
き
ま
す
。
用
水
に
た
と

え
サ
ク
が
し
て
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
み
た
い
と
思
う
の
が
こ
れ

ま
た
子
ど
も
の
心
理
と
い
う
も
の
で

す
。

子
ど

危
険
が
い
っ
ぱ
い
の
季
節
で
す

子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
あ
た
た
か
い
家
族
の
思
い

警
察
本
部
で
は
、
直
ち
に
内
容
を
無

線
に
よ
っ
て
県
下
の
各
警
察
や
付
近

わ
っ
て
き
ま
す
。

昨
年
の
こ
の
時
期

い
わ
ゆ
る
農

故
が
起
き
な
い
キ
メ
手
と
い
え
ま
す
。

事
故
の
起
き
た
主
な
原
因
は

保
護
者
が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た

隙
に
、
幼
児
が
一
人
で
遊
び
に
出

繁
期
に
起
き
た
水
の
犠
牲
者
は
十
九

人
で
、
こ
の
う
ち
子
ど
も
が
十
人
、

??お
を年
占寄
めり
てが
お五
り人
まと
す'全
。 体

グ〉

七
十
九

農
家
の
子
ど
も
に
限
ら
ず

や
り
は
も
ち
ろ
ん
、
周
囲
の
き
め
細

か
い
注
意
こ
そ
、
子
ど
も
の
水
死
事

か
け
て
、
用
水
や
池
に
転
落
し
た
。

救
助
能
力
の
な
い
小
さ
な
子
ど
も

や
お
年
寄
り
に
子
守
り
を
さ
せ
て

い
た
た
め
、
用
水
に
転
落
し
た
が

適
切
な
措
置
が
と
れ
な
か
っ
た
。

散
歩
中
の
お
年
寄
り
が
、
発
作
が

起
き
て
用
水
へ
滑
り
落
ち
た
。

事
故
の
起
き
る
場
所
の
順
位
は

①
農
業
用
水
②
河
川
③
池
・
泉
水
と

な
っ
て
お
り
、
こ
と
に
農
業
用
水
の

側
壁
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
し
て
、
転

落
し
て
も
自
分
で
脱
出
で
き
に
く
い

こ
と
か
ら
増
大
し
て
い
る
も
の
と
思

特
に
今
年
は
国
際
児
童
年
で
す

『
ど
の
子
に
も
明
る
い
未
来
と
し
あ
わ
せ
を
』

わ
れ
ま
す
。

品

の手がのびる

18 

音質

。
鉱
山

一方
~ 

42 

V
自
宅
の
ま
わ
り
や
子
ど
も
達
の
遊

18 

び
場
近
く
に
、
危
険
な
と
こ
ろ
が

な
い
か
、
よ
く
調
べ
て
サ
ク
や
囲

い
を
す
る
。

V
幼
児
は
た
、
え
ず
目
の
届
く
場
所
で

遊
ば
せ
る
。

V
動
き
ま
わ
る
幼
児
の
子
守
り
は

子
ど
も
や
お
年
寄
り
に
ま
か
せ
き

り
に
し
な
い
。

地
減
ぐ
る
み
で

V
危
険
か
所
に
安
全
な
施
設
を
取
り

つ
け
る
。

V
危
険
な
と
こ
ろ
で
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
時
は
、
知
ら
な

い
子
ど
も
で
も
注
意
を
し
て
安
全

な
場
所
へ
誘
導
す
る
o

v子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

を
つ
く
る
。



税
の
ゆ
ま
え
を
み
つ
め
よ
う

.
一
了

l
i

u三
i
三
位
円
の
新
し
い

f
算
いか
ス

新
年
度
を
迎
え
川町
で
は
、

タ
l
ト
し
ま
し
た

M
m

和

4
十
凶
年
肢
は

「愛
と
繁

栄
の
川
知
政
」
を
さ
ら
に
村
極
的
に
抑

し
込
め
て
い

く
た
め

各
M

刊
の
事
業

か
計
一
向
さ
れ
て
い
ま
す
が

そ
の
ギ

業
を
遂
行
す
る
た
め

の
亘
要
な
財
棋

の
一

つ
が
、

川
町
机
で
す
し

似
は

ヶ
と
ら
れ
る
も
の
ヘ

ヮ
難
解

な
も
の
H

と
い
う
立
誠
が
あ
リ
ま
す

か
、
そ
れ
だ
け
で
す
ま
し
て
よ
い
も

の
で
し
ょ
う
か

た
し
か
に

山叫ん刊
の
税

の
仕
組
は

凶
税
が
あ
り

地十
M
M帆
が
あ
リ

か
も
地
卜
刀
税
は
ま
た

J
!

[
l
 

川
町
私
と
は
田

村
税
と
に
分
か
れ
て
い

る
た
め
、

非

首
に
彼
維
で
わ
か
り
に
く
く
な

ゥ
て

い
ま
す
し

し
か
し

私
達
納
税
者
は
、
納
得

と

い

つ
ま
で
も
公
債

の
発
行
に
頼

っ
て
い
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

こ
で
、
や
む
な
く
こ
の
四
月

一
日
か

ら
、
国
税

・
地
ぃ
力
税
と
も
に

一
部
改

正
を
行
い
、
財
政

の
ぶ
午
を
少
し
で

も
少
な
く
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

例
え
は
、
国
税
で
は
、
交
際
費
課
税

の
強
化
や
、
医
師
優
遇
税
制
の
是
正
、

租
税
特
別
措
置
の
整
理
合
理
化
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
地
ト
刀
税
も

一
部
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
県
税
条
例
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の、王
な

内
容
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

学
学
襟

地
方
税
も
が
料
品
陪

こ
ん
ど
の
改
正
で
は
、
税
率
か
引

き
上
げ
ら
れ
た
も
の
と

税
制
を
算

定
す
る
際
の
各
種

の
控
除
顧

の
引
き

上
げ
な
ど
に
よ
り
、
実
質
的
に
減
税

と
な

っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

-
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の

-
自
動
車
税

自
家
用
の
す

べ
て
の
自
動
単
に

つ

い
て
約
十
打

営
業
用
に

つ
い
て
は

一
般
乗
合
用
以
外
の
ハ
ス
が
約
五
打

税
額
が
引
き
上
げ
に
な

っ
て

い
ま
す
。

(
卓
種
別
の
主
な
改
正
内
在
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。)

;f}~ .の
グ〉・ つ

ゆ・え
く・で
え ・ f}~
をを

納
き め
び.

し luj
く叫

税・みに
の・っ そ
ゆ・め の

な く・て
~iS え・い
業 、 く

でそ姿
あ れ 勢
りはが

県 大
道が-tJJ
路行 で
ゃうす
，γ: さ

校ま
教 ざ
古 ま

悩
祉
な
ど
形
を
か
え
て
恥
注

の
ま
わ

り
に
泣

ιさ
れ
て
い
る

の
で
す
》

来
藤
栄

な
ぜ
、
改
正
さ
れ
た
か染

地
お
不

こ
の
よ
う
に
、
似
と
は
私
注
の
た

め
、
日
払
法
山
ら
が
れ
以
利
す
る
も
の
で

す
い
か

.fJL 
イl

多
打
山
に
わ
た
る
行

政

へ
の
安
ボ

に
応
え
る
た
め

の
財
似

と
し
て
は
、
決
し
て
充
分
と
は

い
え

し

ず、

不
足
分
を
凶
や
地ト
ク
H
治
体

の

借
金
で
あ
る
公
偵

の
発
行
に
よ

っ
て

ん八、つ
め
を
し
て
き
ま
し
た

し
か
し

い
ず
れ
は
私
法
の
税

金

で
返
し

て
い
か

な
け
れ

ば
な

ら

こ
の
川
金
も、

な

い
も

の
で
あ

る
こ

と
を
考
え
る

そ

• 
六・軽
月・油
一・ヲl
日・取
か 税
Lコ

軽
油

の
引
取
数

量
に
対
す
る
税
率
が

一
J
μ
に
つ
き

二
万
四
千
三
百
円

(
改
正
前
は

一
万

九
千
五
.白
円
)
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
同
時
に
、
営
業
用
倉
庫
お
よ
び

木
村
防
腐
処
理
工
場
で
使
用
さ
れ
る

フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
等
に
消
費
さ
れ
る

軽
油
は
課
税
免
除
と
な
り
ま
す
。

-
減
税
と
な
っ
た
も
の

-
個
人
県
民
税

個
人
県
民
税

の
基
礎
控
除
や
配
偶

者
控
除
、
老
人
扶
養
控
除
等
の
額
が

従
来
の

二
十
万
円
か
ら
二
十

一
万
円

岬嗣守同~，....，._・-

[知っていて | 
[損にならない 1

1 お話 | 

税は、それぞれに納期が決ま っており、納

期限内に納めなければなリませんが、特殊な

事怖がある方に対し ては、県税の減免や納税

が柏予 されることカ、あ リます。

昭和54年度地方税改正の主な内容

税自 概 要
改 正 内 谷rチで司

改 正 前 改 正 後

自動~{ 税 税少の引き上げ 〈自家mド111;)'I() 

と普通 自動主主に -普通 自動半

おける税率区分 軸距 3.048;“以 |、 年額 70，00QllJ 総排気量 3;凡以ド、ロ 年古ti
の改lE 軸~I:i 3.048;ル起j 11 117，0001JJ 

71，000ドl
ータリーエンジンのもの

総排気i止3，ル超 6"ι以ド 1177，OOOIY

総排気量 iι起 "129，000卜IJ

-小型rl動卓

総排計量1.ι超1.5トt以 ド1/27，500ドJ 1/ 30，000PJ 

総排気比1.5十時起 "31，500ドj 1/ 34，500ドj

- トラ yク

/1 22凡4ト超5'.以 ド "20，000ドj

〈営業JiJLJ動 'I()

-普通1'3動 'I{

軸~I:i 3.048;"以 ド 26，000ドl 総排れ量 3;.，以 ド、ロー
24，000ドj

軸~f'. 3.048;，起 52，000ドj タリ ーエンンンの もの

総排気量 3ぃι起 6，，， 以 |、 26，000円

総倒れ量 6::起 52，000FIJ 

-観光ノ〈ス

来-*~主主:i 50 人超60人以下 40，000円 42，000円

軽減1'1I取税 ねv.rのづ|き上げ 1 ~ D '~ I~ 当り の税率 19，500ドl 24，30011J 

(6H 11:1から )

個 人県民税 各純控除額の51

き上げ .t人扶主主控除 ・配偶者の 20Ji円
21 )jトlj

L、ない l人Hの扶養控除

特別院者控除 l 
扶養控除 19 Jj同 20)j円

障害者控除 '.t年者控除 }18)jl斗 19 )j[JJ 
本財}控除 ・勤労学生控除

狩猟免許税 名物、・納税者の 狩猟免什税 ~"J: 1瓜者笠鈷税

改正 納税者狩猟免許を受ける者 ~'干 j瓜者登Hを受ける lí

人猟 税 納税者の改正 納税者 ~'.j:猟免許を受ける者 1_1守猟者登Hを受ける者
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守

お
け
る
給
与
所
得
者
の
課
税
最
低
限

が
百
四
十
九
万
円

(従
来
百
四
十

一

者
登
録
を
受
け
る
時
に
、
証
紙
に
よ
り

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

狩
猟
者
登
録
を
受
け
る
方
の
っ
ち
、

万
円
)
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
障
害
者
や
老
年
者
、
寡
婦
、

勤
労
学
生
に
対
す
る
控
除
の
鋲
が
十

放
鳥
獣
猟
区
の
み

で
狩
猟
を
行
、
つ
む

に
対
し
て
は
:
狩
猟
者
登
録
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

八
万
円
か
ら
十
九
万
円
に
、
特
別
障

害
者
に
対
す
る
控
除
額
が

二
十
万
円

か
ら
二
十

一
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

av
入
猟
税

狩
猟
者
登
録
税
と
同
様
に
、
狩
猟
者

登
録
を
受
け
る
時
に
納
め
ま
す
が
、

放
鳥
獣
猟
区
の
み
で
針
猟
を
行、
つ
む

に
つ

い
て
は
、
非
課
税
と
な
リ
ま
す
。

そ
の
他、

く
わ
し

い
こ
と
は
、
各

県
税
事
務
所
ま
た
は
、
税
務
課

へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ま
し
た
。

来
栄
様

名
称
が
変
更
さ
れ
た
も
の

d
ど
l
d
ど
-J
ど
i

d
京
ぷ
需
品
前

A
V

狩
猟
免
許
税
が
狩
猟
者
登
録
税
に

狩
猟
免
許
制
度
の
改
正
に
伴
い
名

称
を
狩
猟
者
登
録
税
と
改
め
、

に
、
扶
養
控
除
が
十
九
万
円
か
ら
二

十
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
夫
婦
と

子
供
二
人
の
い
わ
ゆ
る
標
準
世
帯
に

ð~: 
猟
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納税の猶予

(1)本人の財産が災害や、資難にあ ったと き

(2)本人や家族が、病気や負傷ーをしたとき

(3)卓業に著しい損失 を受けたときや、廃業ま

たは休業したと き

-個人事業税

( 1)納税者本人が身体障害者手帳の交付を受け

ている人などで、個人事業税の課税標準額

が一定額以下の とき 。

(2)納税者本人が特別障害者、または 、特別障

害者である扶養親族を有するとき 。

.不動産取得税

(1)災害 を受けた不動産のかわり の不動産を被

災の 日か ら2年以内に取得 したと き。

(2)取得した不動産が、取得の日 から3月以内

に災害を受けたと き。

.自動車税・自動車取得税

障害の桂度が一定の基準以上の身体障害

者等が所有する自動卓で本人または、も っ

ぱら本人のためにその家族が運転する場合 0

・個人住民税

退職や失業のため、生活が著し く困難に

なったと認められるとき 。

その他、くわしいことは、県税事務所へお

たずねくださし、。 できるかぎリ のご相談に応

じております。

県税の減免



県広報は、県のさまざまな行政施策を、県民のみなさんに正しく

早く、 わかりやすく知らせるとともに、広くご意見、ご要望をは握

して、行政に反映させる。という県民と行政のコミュニケーション

を基礎としています。

県行政に対してご理解とご協力を、そして行政に参加していだだ

くだめに、舎年度は次のようなプランを疋てましだ。

どうぞご利用ください。

.県庁への電話は~(0764)31--4111(代表) *広報課直通は~(0764)31--3131
(邑J守番高話ですからいつでもとうぞ〉

知らせたいニュース川11
11

.......

知りたいニュースはテレビ

|電波媒体|

.テレビで30分 = 目と耳でー

.北日本放送局(KNB)から ・・...

毎週日曜日午前 8時から 8時30分ま

で、タイトル 「こんにちは富山県で

す」を政送。

主に県政の今目的謀題を刈談 ・座

談会・フィルムでわかりやすく 制集し

て制介。また 、朝!のワイド番組 「お

はよ うKNBていす」 で、県が関係する

催し物や行事を生放送でお知らせし

ます。

-富山テレビ放送局(T34)から ・・

4ヰー迎土曜日午後 6時から 6時30分ま

で、タイトル rll0万人のひろば」 を

放送。

みなさんの身近にあるユニーク な

|印制媒体 |

話題をワイドに秘i集した楽しい番組

です。

.NHK富山放送局からー

県からお知らせえお願いして、テレ

ビやラジオで放送しています。

-新聞紙面で県内くまなく

タイトル 「みんなの県政」 カ、キャ ッチフレーズ。北日本新

聞、 福山新聞、 読売新聞、中日新聞 朝日新聞、毎日新

聞の次の朝刊に掲載。

-旬:月第 2土曜日は 「県からのお知らせ」 を各紙い っ

ゑせい Lこ。

・毎月最終土曜日には 「キャンベーンと お知らせ」

ヂを、北 H本・ 富山 ・読売 ・中日 の各新聞に l兵10段

を。朝日 ・毎日の各新聞には 「お知らせ」を掲載し

ています。土曜日の朝はゆっくりお読みください c

-月刊誌で知ろう県政の動き

毎月 5日頃に、 B版28頁の小冊子、タイトル 「県広報とやま 」を発行。県政

の動 きや話題などを読みやすく制集してあります。発行部数が少ないため、

病院・診療所・歯科診療所1.理容院・美谷院・金融機関・公民館・図書館な

ど人が集まる場所に自己付してあります どうぞ手にと ってご覧くださし、。

23 

.点字や録音テープで |見ていただいています。県外への Pj・諸会合のアトラフ ションに

一般に広報したも のを点字や録音テ jRにも一役。 j 県政映画を

ープに抄鉢して、視覚障害者の )Jに |・県勢を知らせるために !タ イトル 「県政のあゆみ」は30分も

年 6回配布しています。 j年 l凪発千]二する県勢統計やりAの地図|のです。

.グラフ誌一 目で見る県政 |を載せたタイトル 「とやま県の姿J I 53年度の県政にスポソトをあてて制

年に l回発行するカラーグラフ誌は |を発行。 j集 したカラー映幽を 6月から貸し出

A5版、タイトル 「グラフみんなの IA全版の表裏にカラーで印刷し県内 |します。ご利則ください。

県政」 を発行。カラ -'j_j.真で県政を |外に公表しています。

わからない・わかりたい・知りた心、川

1111県政に反映したL、声は

相談窓 υ 場 P)r 

県庁相談主 県庁 2階玄関左側

地万県民相談室

高 |吋 高岡総合庁合内 ~ ( 0766)21 - 9411 

住1 if 魚津総合庁舎内 ~ ( 0765 ) 24 -5311 

砺 i良 砺波総合庁舎内 ~ ( 07633)3 -5151 

.相談し てみたい・意見がある ・要

望し たい

こんな時は気軽に右記の窓口へお出か

けください。相談員カ、常駐していま

す。

・知事と語る会には多数の出席を

知事を困んで県政の概要を知り、定;

比や要望を直接知事と話し合い、県

政に反映させる機会を今年 も各地で つく ります。

-自治意識を高めるための
「みんなの県政」推進事業

県民の自治への関心を高め、率直な意見や要望を聴き

行政に反映させようと、昭和52年度から始めた事業です。

主な事業は

-みんなの県政推進委員会 (委員13名)

.一日所長及び知事と語る一 日所長

・郷土に関する図画 ・作文募集

この事業では、いま置県 10∞0周年(昭和5臼8年)を迎えて、

県の日や県のうたをつくつたらとど♂うカか‘という声声A カ

討しています。あなたはどう思いますか。

2
 

2
 

.好評の県政，/，¥ス教室

乗ってみませんか

今年のパス逆行計画や申し込み方法

等は前片号でお知らせしましたが、

県庁広報課または最寄りの県民相談

室へお問い合せのうえご利用 くださ

し、。

.相談に来るのに時間がかかる方

県内山村辺地で県民移動相談主を開

催しますので、 j.fr<へ米たらどうぞ

集ま ってご志見をお寄せください 0

.不特定多数の方から世論を

県政世論調査は生前とつながりの深

し、問題について、県民の関心や怠rilJ

を統計的には拍:しようとするもので

す。この調査結果は県政に大きなプ

ラスをもたらしています。

.品IJ属高まt量量融機~線量量.

11$鍵

¥ 



入らない

誘わない

ネズミ講
〈ネズミ講は禁止〉

ネ
ズ
ミ
講
の
被
害
が
全
国
各
地
に

ま
ん
延
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
悲

劇
を
防
止
す
る
た
め
に
、

「無
限
連

鎖
講
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」

が
制

定
さ
れ
、
ネ
ズ
ミ
講
が
全
面
的
に
禁

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ

の
法
律
は
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
十
一

日

か

ら

施

行

さ

れ

ま

す
。

ネ

ズ

ミ

講
を
聞
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
加
入

勧
誘
、
場
所
の
提
供
な
ど
も
禁
止
さ

れ
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
に
は
、
厳
し
い
罰

則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ネ
ズ
ミ

講
を
つ
く

っ
た
り
、
運
営
し
た
ら
三

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
百
万
円
以

下
の
罰
金
で
す
。
講
に
加
入
す
る
よ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

3
、
勧

誘

・
加
入
さ
せ
た
自
分
の

子

会

員
が
、

孫
会
員
を
勧
誘
・
加
入

さ
せ

:
:
:
ニ

の
過
程
を
重
ね
て
、

自
分
の
子
孫
会
員
が
一
定
数
に
達

す
る
と
、
講
の
本
部
ま
た
は
子
孫

会
員
か
ら
、
自
分
の
支
出
額
を
上

回
る
金
額
を
受
領
で
き
る
と

い
っ

た
仕
組
み
で
す
。

と
こ
ろ
が
左
図
の
よ
う
に
、

が
二
人
ず
つ
勧
誘
:
二
人
が
四
人

・

四
人
が
八
人
・
:
と
進
む
と
二
十
七
代

目
に
は
、
累
積
で
一
億
三
千
四
百
二

十

一
万
七
千
七
百
二
十
七
名
と
な
り

日
本
の
人
口
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま

う
勧
誘
し
た
場
合
は
、

二
十
万
円
以

下
の
罰
金
で
、
さ
ら
に
職
業
的
に
勧

誘
し
た
ら
、

一
年
以
下
の
懲
役
ま
た

れ
ま
す
。

で
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

ネ
ズ
ミ
講
を
絶
滅
さ
せ
る
に
は
、
な

ん
と
い

っ
て
も

一
人
ひ
と
り
の
注
意

は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
を
科
せ
ら

主
婦
は
隣
人
を
、

学
生
は
友
人
を
失
い
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
講
は
人
間
関
係
を
破
壊
し

ま
す
。

大
学
生
の

A
君
は
、
先
輩
か
ら
「
君

が
加
入
し
て
、
お
金
を
払
い
込
み
、

友
達
二
人
を
紹
介
す
れ
ば
、
五
十
倍

以
上
の
お
金
が
送
ら
れ
て
く
る
。

ア

ル
バ
イ
ト
よ
り
有
利
だ
」
と
勧
め
ら

れ
て
加
入
し
、
勉
強
も
そ

っ
ち
の
け

で
勧
誘
に
走
り
ま
わ
り
ま
し
た
が
、

思
っ
た
よ
う
に
は
勧
誘
が
続
か
ず
、

出
し
た
お
金
は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、

A
君
が
勧
誘
し
た
友
人
の

B

君
か
ら
は
、

「
送
金
さ
れ
て
こ
な
い
」

と
責
め
ら
れ
、
大
事
な
友
人
を
失
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

サ
ラ
金
か
ら
借
金
し
て
、
講
に
加

入
し
た
が
、

A
君
同
様
勧
誘
が
う
ま

く
ゆ
か
ず
、
お
金
は
損
す
る
、

利
子

の
か
さ
む
サ
ラ
金
の
返
済
の
た
め
ア

ル
バ
イ
ト
に
追
わ
れ
る
、
勉
強
が
手
に

つ
か
な
い
と
い
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

い
ま
す
。

ネ
ズ

ミ
講
が
成
り
立

っ
て

い
く
た
め
に
は
子
孫
会
員
が
倍
々
で

増
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、

二
十
八
代
目
に
は
日
本
人
口
を
上
回

る
会
員
数
を
新
た
に
加
入
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

「
人
口
は
無
限
、

まう会

せネ員
んズに
。 、な

大講る
部の人
分いが
のい必
人ぶず
はんい

必はる
ず通 」

損J 用と
をしい

人

す
る
仕
組
み
な
の
で
す
。

16，777，216 (33，554，431) 

33，554，432 (67，108，863) 

27/67，108，864 (134，217，727) 

28/134，217，728 (268，435，455) 

・( )内の数字は累積数 27段目において、すでに日 本 総人口を

越えてい ます。

が
必
要
な
の
で
す
。

ほ
か
に
も
、
内
職
よ
り
い
い
と
夫
に

内
緒
で
加
入
、
近
所
を
勧
誘
し
て
歩

き
、
す

っ
か
り
信
用
を
な
く
し
た
主

婦
や
、
本
業
そ

っ
ち
の
け
で
勧
誘
に

駆
け
ま
わ
る
商
庖
主
な
ど
、
悲
劇
は

あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に

加
入
し
た
人
は
、
さ
ら
に
他
の
人
を

も
巻
き
込
み
、
迷
惑
を
か
け
る
と
い

う
意
味
で
、
被
害
者
で
あ
る
と
同
時

に
加
害
者
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
信
用
・
財
産
を
失
う
ば
か
り

か
、
人
間
関
係
を
破
滅
に
導
き
ま
す
。

無限連鎖講の防止に関する法律(抄)

若しくは加入することを割五秀し、うくは

これらの行為を助長する行為をしては

ならなし、。

(国及び地方公共団体の任務)

第四条 (略)

(罰則)

第五条無|出連鎖講をH十lぷし、又は運営

した者は、 三年以下の餅生活しくは三

h万円以下の罰金に処し、又はこれを

側判する。

第六条業として無l民連鎖講に加入する

ことを創成した者は、 一年以yの懲役

父は三十万円以下の罰金に処する。

第七条無限連鎖講に加入することを勧

誘した者は、 ニイ・万円以下の罰金に処

する。

24 

(昭和54年5月11日施行)

(自的)

第一条 (略)

(定義)

第二条 この法律において「無限越員講」

とは、 一定額の金銭を支出する加入者

が無限に増加するものであるとして、

先に加入した者が先)順位者、以下これ

に連鎖して段階的に二以上の倍率をも

って増加する後続の加入者がそれぞれ

の段階に応じた後)1附立者となり、順次

先順位者が術順位者の支出する金銭か

ら自己の支出した額を上回る額の金銭

を受領することを内容とする金銭配当

手掛載をいう。

(無限連鎖講の禁止)

第三条何人も、無限連鎖講を間ぷし、

若しくは運営し、無限連鎖講に加入し、

ネ
ズ
ミ
講
は
儲
か
る
つ
も
り
、
か
儲
か
ら
ず
、

大
部
分
の
人
、
ガ
ソ
ン
を
す
る
仕
組
み
で
す
。

ネ
ズ
ミ
講
に
は
、
種
類
が
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
典
型
的
な
ネ
ズ
ミ

1
、
講
(
コ

l
ス
な
ど
と
よ
ぶ
場
合

が
多
い
)
に
加
入
す
る
と
、

一
定

2
、
講
に
加
入
す
る
と
、
最
低
ニ
名

講
は

15妙な手口で誘うネズミ講を

しっかり見きわめましよう。

ネズミ講の勧誘の手口は、さまざまで、しか

も自分からは、ネズミ講とは決して名乗りま

せ ん。勧誘されたら、甘い言葉に の らず、そ

れがネズミ講であるかどうか、し っかり見き

わめましょう 。

金
す
る
。

金
額
を
講
本
部
や
先
輩
会
員
に
送

の
新
規
会
員
を
勧
誘
し
、
加
入
さ
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2月19日 2月23日 のレクリェーション的スポーツは 、

-国際児童年関連事業を協議 -県立高校入学志 願者 健康や体力をつけることを主目的に

県ーでは54年度予算に盛リ込まれた 平均倍率1.25倍 して行うので採点対象からはずすこ

l玉|際児童年に関連する事業の推進万 県立高校(全日制)40校 2分校の入 とにしています。

法について協議しました。 学ぶ願者総数は13，397人となり募集 また 、冬手大会にはスキーのほか

定員10，697人に対し平均倍率は1.25 にアイススケー卜競技も採用して、

倍(昨年1.261音)となりました。なお スケートの普及に力を入れることに

試験は 3月14日、15日の 2日間行わ なリました。

れ 3月19日に合格発表されました。 3月13日
2月23日 .北陸地方開発促進計画を答申

. 八 尾 中 核 工 業 団地着工へ 北陸地h開発審議会は、国土庁で

内陸機械型を軸とする企業を誘致 総会を聞き、北陸地方開発促進計画

して森林工場公園を目指す八尾中核 を原案通 り了承して答申しました。

国際児童年1979 |工業団地は、地域振興整備公団が県 この計画は第 1章総説、第 2章開

及び八尾町の要請により事業採択 し 発の基本方|旬、第 3章開発の法本的

新規事業としての主なものは、あ 54年度から着工する ことにな りまし 課題、第 4章開発の基礎条件の整備

すをつくる越中 っ fのつどい ・児童 た。 から成 1)、.第3次全国総合開発計画

九¥til:モデルキャンプ -遊園地の一日

3月3日
の北陸フ、、ロック版(富山・石川・福井)

開政・あすのイイ共大会 ・家庭教育法 で、今後10年聞の開発の }jげIJを定め

総イヤセミナーなどの他、かねて計画j -第9回青年の船 団 員 内 定 たものです。

中であった県民公閑A地区太閤山ラン 昨年から一般と農業の 2部門を設 計出の柱としては、北陸地 万は日

ドに1"rイ共の国」を建設します。 けた高山県青年の市心事業は今年で第 本海沿岸最大の工業集積地で、安定

2月21日
9[gJになります。 した経済社会活動が展開されている

今年の一般部門は 7月4日から20 とし、歴史的、 何然的文化や住環境.2月定例県議会招集 日まで中国へ247名、農業部門は7月 の保持、発展に触れながら 、能登半

54年度の県政基本万戸]と予算案を 21日から 8月10日までアメリカへ28 自の総合的な振興と 、原子力発電所

名(このうち初めての試みとして農 建設の推進を図ることにしています。

業高校生 4名を含む。)が訪問するこ
3月148とになリ、団員を内定しました。内

定した団員は 4月から 出発前まで研 .統一地方選挙へ共同声明

修を 4 ~凶受けて正式に決定されます。 第 9回統一地 万選挙を前に 、「きれ

こんなこと3月12日
.県体に「なぎなた」などを採用

県教委、県体協は今年の県民体育

大会を 8月10日から 13日までの 4日

間開催することを発表。

実地要項によれば、これまでと違

い、出iし、競技水準を競うチャンピオ

審議する 2月定例県議会は 、4月の|ンスポーツと 、楽しみながら競技す

県議会議長選挙を控 え、例年ーより 11 る県民スポーツの 2本立てで行い、

週間早く招集されました。会見)jを171具体的には、国体子選会を兼ねた競

日間と決めたあと、予算案{t.27件、 |技部門(1部)、県民スポーツ部門(2

条例案件23件、その他 8件の合わせ|部)、体力づく り部門(3部)とし 、参

て58件を一括上れし 、中 田知事から |力11者はこれまでの 2倍である 20，400

提案理由の説明が行われました。 1 人を予定しています。

(本誌、1-9頁参照) 椅 目では、婦人ドIJけの「なぎなた」

なお、 3月9日県議会は原案を口JI 主人IIIJけの「ゲートボール」など 5

決成立して終わ りました。 1 純 日を増やし 、38種目になり、 3音IS

の
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いな選挙推進会議」が聞かれ、忠は|することになりました。

交換し、次の要行の声明を発表しま

した。

4月8fjは県議会議員選挙。 4月

22日は17市町村で首長や議長の選挙

が行われるが、住民と出結したJ也h
向ifi体の選挙は、民主主義の原点で

あり、地 }j政治に住民の意思を反映

させる大切な機会である 。(中略 )_lí~ 

候補予定者や政党関係者は、選挙の

/レールを厳守:し 、いっさいの違反を

犯すことのないよう強〈訴えるとと

もに、有権者も肉党あるき h~ 、な一

票を投ぜられるよう期待する 。

なお、この席J'.で特に選挙事務所

で柄はい っさい山さない運動を展開

3月15日
. 県 産 業 情 報 セ ン タ ー

オ ー プ ン へ

4月25日からオーブンを予定して

いる県産業情報センターの設立発起

人会が聞かれ、初代理事長に県副知

事の森岡政治氏を選び、よ見約及び54

年55年 2カ年の各事業計画を決めま

した。主な事業としては、情報収集

として 2年間で約 1万点の雑誌、新

聞、図書、レポートを収集し整理。

県内企業者からの最新情報収集。新

規情報創出、提供などを行います。

-団体旅行の寄付や差し入れ .落成式や開庖祝いの花輪

.自動車税の納期/5月31日までです 0

・国民年金保険料ガJこります

4月カ‘ら 1カ月3，300円に 0

.労働保険料の申告と納付

4月 1日から 5月15日までに事業主のん会は

労働保険料申背書に保険料を添えて、もより

の銀行または郵便同へ。

・中小企業設備貸与の申し込み受付は

受付窓u/市町村商JJII.当課・商工会 ・商

工会議所

間い介わせ/県中小企業似興協会

~ (0764)31-4111( 内線472)

・中小企業設備近代化資金の申し込み受付

申込期間/4月20日-5月7日

受付窓口/市町村商工相当課

問い合わせ/県中小企業課

~ (0764)31剖 11( 内線509)

.緑化週間/ 4月20日-26日

20日本家庭緑の日 /県民 l人 1本中1ft樹運動

21日本山の緑の日/山の緑を推進する

22日本街の緑の日/広場等の緑化を図る

23日*職場株の日 /工場等の緑地を図る

24日*紋愛育の日/樹木を大切に

25日本学校緑の日 /緑化思怨の高協を

26日本記念大会の日/今年は緑化事業発足

30周年

なお、今年の植樹祭は城端町の梨の木平で

5月18日に開催します。

・水難事故多発期です

幼い命を水の事故から守るのは大人の責任

です。水死事故のないように注意 しましょう 0

・狂犬病予防

犬を飼っている人は登録して狂犬病の予防

注射を受けてください

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

4月8日は県議会議員選挙の

投票日
みんなそろっ て明るい一票を

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



さらに前進あしたのためじ…
県有美術品紹介

と
も
に
上
が
る
年
金
額
と
保
険
料

昭
和
三
十
六
年
四
月
に
百
円

五
十
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
国
民
年
金

保
険
料
は
、
表
ー
の
よ
う
に
段
階
的

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
今
年
の
四
月
か

ら
一
カ
月
、
三
千
三
-
白
円
に
な
り
ま

す
。こ

の
間
、
年
金
額
も
引
き
上
げ
ら

れ
、
当
初
予
定
し
た
月
二
千
円
(
二

十
五
年
納
付
)
か
ら
、
数
次
に
わ
た

る
画
期
的
な
改
正
に
よ
り
、
現
在
は

月
に
約
三
万
八
千
円
の
年
金
と
な

っ

て
い
ま
す
。

と
く
に
、
昭
和
四
十
九
年
一
月
に

実
現
し
た
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導

入
に
よ
り
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
強

く
、
物
価
上
昇
に
即
応
で
き
る
年
金

に
成
長
し
て
い
ま
す
。

国民年金保険料
.定額保険料 3.300円
・付加保険料 400円 (す えおき)

4月から上がります。

白.

表1国民年金保険料引き

上げの足どり

改定年月 34Jみまで 35此以 l

36年4月 100円 150円

42年l片 200トIJ 300円

44月l月 250円 300PJ 

45年7月 450ドj

47年7月 550ドl

49年l月 900円

50年1月 1，100円

51年4月 1，400PJ 

52年4月 2，200PJ 

53年4月 2，730PJ 

54年4月 3，3J011J 

守
ら
れ
る
べ
き
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

国
民
年
金
は
、
収
入
の
あ
る
人
が

保
険
料
を
出
し
合
い
、
老
齢
や
障
害

な
ど
の
た
め
収
入
の
な
く
な

っ
た
人

を
助
け
合
う
制
度
で
あ
り
、
同
時
に

現
在
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
に
は

現
在
と
同
程
度
以
上
の
年
金
を
保
障

し
て
い
る
制
度
で
す
。

こ
の
た
め
、

財
政
的
に
は
保
険
料

表2老齢年金額もこんなに

大きくなりました

改正 10年納 25年納 40年納

年月 付年金 付年金 付年金

3H当召6初平.4日J 
年円 年円 年円

12，000 24，000 42，000 

ag 
18，000 60，000 96，000 

42.1 

sg 
60，000 96，000 153，600 

45.7 

目白
150，000 240，000 384，000 

49.1 

目白
174，150 278，640 445，824 

49.9 

Bg 
212，250 339，600 543，360 

50.9 

Bg 
246，000 390，000 624，000 

51. 9 

日百
269，000 426，700 682，700 

52.7 

Bs 
287，100 455，100 728，200 

53.7 

非
常
な
勢
い
で
仲

最
近
の
わ
が
国

は
、
次
第
に
高
齢

な
ど
の
収
入
が
多
す
ぎ
る
こ
と
も
、

年
金
支
払
い
な
ど
の
支
出
が
多
す
ぎ

化
社
会
に
向
か

っ

て
お
り
、
若
年
人

る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

老
齢
年
金
を
例
に
と
る
と
、
次
の

計
算
方
式
が
常
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
守

口
に
対
す
る
老
年

人
口
の
割
合
が
ふ

28 

え
つ
づ
け
て
い
ま

す
。

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

一
人
当
り
の
年
金
額
×
老
年
人
口

1
保
険
料
×
若
年
人
口

+
α

将来お年寄りが多くなる

老人65歳以上の割合)

政

O

(働く人20歳から 59歳に対する

昨

O

ま
た
、

「
家
」
の

意
識
の
後
退
と
と

も
に
核
家
族
化
が

p

、J

，・・
E
E
-
-

，

au喝
同

匙

十

.

8
9
i
、-
ι
-

M
L
知
一
山
一

'
'
p
h
r
L
 

び‘

老
人
だ
け
の
世
帯
が
ふ
え
て
い

万人

匹ヨ

ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
の
変
化
を
考
え
る

と
き
、
国
民
年
金
も
生
活
で
き
る
年

万人 万人

IBll.f047""! !Bll.f050""1 

金
を
め
さ
し
て
内
容
を
充
実
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
改
正
は
、
そ
の
た
め
の
小

さ
な
、
し
か
し
確
実
な
一
歩
で
す
。

山
の

山
の
作
家
、
生
涯
に
わ
た
り
立
山
を
描
き
続
け
た

日
展
常
連
の
日
本
画
家
桜
井
鴻
有
は
高
岡
市
南
町
の

出
身
。
高
岡
工
芸
高
校
を
経
て
京
都
絵
画
専
門
学
校

を
卒
業
、
終
始
首
席
を
通
し
た
優
等
生
で
あ
っ
た
。

若
い
画
学
生
の
頃
か
ら
一
途
な
生
ま
じ
め
て
、

尽

都
師
範
学
校
教
授
に
迎
え
ら
れ
た
が
、
作
家
と
教
育

者
で
は
良
心
的
に
両
立
し
難
い
と
の
理
由
で
退
職
願

い
を
出
し
た
頑
物
で
あ

っ
た
。

作
画
は
す
べ
て
彼
の
性
格
ど
お
り
綿
密
な
写
実
に

徹
底
し
、

一
点

一
画
を
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
態
度
は

最
後
ま
で
崩
さ
な
か

っ
た
。

の
こ
さ
れ
た
作
品
は
小
品
と
い
え
ど
も
手
心
き
の

な
い
描
き
尽
く
し
た
力
作
揃
い
で
あ
る
。
こ
の
作
品

も
十
号
の
小
品
で
あ
る
が
、
充
実
し
た
優
作
で
、
彼

の
画
帖
に
数
多
く
描
か
れ
た
立
山
漫
歩
、

J
」
ぶ
し

の
花
咲
く
山
の
早
春
譜
。
の

一
景
で
あ
ろ
う
。

弥
陀
ケ
原
の
春
の
息
吹
き
、

一木

一
草
も
悠
久
の
清

{叔
な
自
然
の
情
趣
に

一
点
の
省
略
も
ゆ
る
せ
な
い
、
彼

の
真
面
目
な
心
情
が
わ
か
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ

る

佐
藤
良
成



こ
れ
は
一
九
五
四
年
十
一
月
に
国

連
ガ
採
択
し
だ

J
児
童
権
利
宣
言
し

の
二
十
周
年
に
あ
だ
る
だ
め
で
¥
ユ

ニ
セ
フ
(
国
連
児
童
基
金
)
を
中
山
に

世
界
各
国
に
対
し
、
児
童
の
福
祉
向

上
に
つ
い
て
関
山
を
高
め
る
よ
う
な

活
動

・
施
策
を
行
う
よ
う
要
請
さ
れ

ま
し
だ
。

固
国
際
児
童
年
の
目
的
は
・.. 

こ
れ
は
す
べ
て
の
国
の
す
べ
て
の

児
童
を
対
象
と
し
て
お
り
、
主
な
目

的
は
次
の
と
お
り
で
す
。

*
す
べ
て
の
国
で
児
童
福
祉
施
策
を

再
検
討
し
¥
児
童
の
特
別
な
二
l

ズ

に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
。

*
恵
ま
れ
な
い
児
童
l
特
に
開
発
途

国際児童年1979

.県広報 とやま .印刷l掛チューエツ

せ
ん
。

に
、
児
童
福
祉
モ
テ
ル
キ
ャ
ン
プ
や

遊
園
施
設
の
一
日
開
放
な
ど
の
記
念

事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
後
白

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
市
町
村
お
よ

び
関
係
団
体
、
さ
ら
に
県
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
理
解

・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

富山市新総曲輪lの7fi31-3131(直通)〒930

シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク

よ
の
図
は
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
が
、
世
界
各
国
の
応

募
の
中
か
ら
選
ば
れ
だ
デ
ン
マ
ー
ク
の
イ
工
リ
力
オ
氏
の

作
自
で
、
月
桂
樹
の
輔
の
中
で
大
人
と
子
供
の
な
ご
や
か

な
関
係
を
象
徴
す
る
も
の
で
す
。

*
国
で
は
¥
各
種
の
記
念
行
事
や
全

国
縦
断
キ
ャ
ン
ベ
ン
ガ
予
定
さ
れ
、

子
供
の
巴
¥
夏
休
み
、
児
童
権
利
記

念
日
(
十

一
月
二
十
日
)
を
中
山
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

上
国
l
に
対
す
る
国
際
的
な
協
力
を

園
行
事
・
活
動
の
あ
ら
ま
し
は

*
富
山
県
で
は

進
め
る
。

国
際
的
な
行
事
は
実
施
い
た
し
ま

環
境
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
を
対
象
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